
「
敵
対
的
言
動
」
理
由
に

基
幹
産
業
と
す
る
日
独
両
国

で
危
機
感
が
強
ま
り
そ
う

だ
。

　

２
５
日
午
前
の
東
京
株
式

市
場
で
は
、
自
動
車
メ
ー

カ
ー
の
業
績
が
悪
化
す
る
と

の
警
戒
感
が
く
す
ぶ
り
、
自

動
車
株
が
前
日
に
引
き
続
き

売
ら
れ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、
特
定

の
製
品
の
輸
入
が
安
保
上
の

脅
威
に
な
っ
て
い
る
と
商
務

長
官
が
判
断
す
れ
ば
、
大
統

領
が
是
正
策
を
取
れ
る
と
し

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
、
北
京
共
同
】
米
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
２
４
日
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
６
月

１
２
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
史
上
初
の
米
朝
首
脳
会
談
を
取
り
や
め
る
と
発
表
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
は
北
朝
鮮
の

金
正
恩
朝
鮮
労
働
党
委
員
長
に
２
４
日
付
の
書
簡
で
中
止
を
通
告
、
北
朝
鮮
側
の
「
敵
対
的
な
言
動
」
を
理
由
に

挙
げ
た
。
非
核
化
に
向
け
た
交
渉
で
対
立
が
埋
ま
ら
な
か
っ
た
も
よ
う
だ
。
北
朝
鮮
の
金
桂
冠
第
１
外
務
次
官
は

２
５
日
「
思
い
が
け
な
い
こ
と
で
、
極
め
て
遺
憾
」
と
す
る
談
話
を
発
表
し
、
米
側
に
再
考
を
促
し
た
。

敵
対
関
係
を
改
善
す
る
た
め

に
も
「
首
脳
会
談
が
切
実
に

必
要
だ
」
と
強
調
。
正
恩
氏

も
会
談
準
備
に
あ
ら
ゆ
る
努

力
を
傾
け
て
き
た
と
し
「
わ

れ
わ
れ
は
、
い
つ
で
も
ど
の

よ
う
な
方
式
で
も
向
か
い

ト
ラ
ン
プ
氏
、
正
恩
氏
に
書
簡

動
車
が
生
産
さ
れ
て
お
り
、

（
安
保
上
の
脅
威
が
あ
る
と

は
）
信
じ
難
い
」
と
し
た
。

　

ド
イ
ツ
の
Ｉ
Ｆ
Ｏ
経
済
研

究
所
は
２
４
日
、
輸
入
制
限

が
実
行
さ
れ
た
場
合
、
日
本

は
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

が
最
大
で
約
５
４
５
０
億
円

減
少
す
る
と
試
算
。
最
も
影

響
を
受
け
る
の
は
ド
イ
ツ
と

指
摘
し
て
お
り
、
自
動
車
を

　
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ワ
シ

ン
ト
ン
共
同
】
ト
ヨ
タ
自
動

車
は
２
４
日
、
ト
ラ
ン
プ
米

政
権
が
検
討
し
て
い
る
自
動

車
の
輸
入
制
限
に
反
対
す
る

声
明
を
発
表
し
た
。
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
は
輸
入
増
が
米
国

の
安
全
保
障
を
脅
か
し
て
い

る
と
み
て
検
討
を
指
示
し
た

が
、
声
明
は
「
昨
年
は
米
国

で
１
２
０
０
万
台
近
く
の
自

日
本
、
５
千
億
円
超
影
響

特
に
北
朝
鮮
は
平
和
と
繁
栄

を
得
る
チ
ャ
ン
ス
を
失
っ

た
」
と
述
べ
た
。
北
朝
鮮
に

拘
束
さ
れ
て
い
た
３
人
の
米

国
人
解
放
に
は
謝
意
を
表
し

た
。

　

一
方
、
金
次
官
は
米
朝
の

米朝首脳会談の中止に関するニュースを伝えるソウル駅の
街頭テレビ＝２５日（共同）

米朝首脳会談を中止

衛
力
整
備
の
指
針
「
防
衛
計

画
の
大
綱
」
と
中
期
防
衛
力

整
備
計
画
（
中
期
防
）
に
向

け
た
提
言
を
了
承
し
た
。
Ｆ

３
５
Ｂ
最
新
鋭
ス
テ
ル
ス
戦

安
保
の
脅
威
「
信
じ
難
い
」

ト
ヨ
タ
、
車
輸
入
制
限
に
反
対

た
通
商
拡
大
法
２
３
２
条
に

基
づ
き
、
自
動
車
に
高
関
税

を
課
す
な
ど
の
輸
入
制
限
を

検
討
し
て
い
る
。

　

ト
ヨ
タ
は
声
明
で
「
６
０

年
間
で
２
３
０
億
ド
ル
（
約

２
兆
５
千
億
円
）
以
上
を
米

国
に
投
資
し
、
米
国
の
雇
用

と
経
済
成
長
に
大
き
く
貢
献

し
て
き
た
」
と
強
調
。「
自

由
で
公
正
な
貿
易
が
自
動
車

産
業
の
持
続
的
成
長
を
生
み

出
し
、
消
費
者
に
多
く
の
選

択
肢
や
価
値
を
提
供
す
る
最

善
の
方
法
だ
」
と
訴
え
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
ロ
ス
商
務

自
民
、
防
衛
大
綱
提
言
了
承

敵
基
地
反
撃
能
力
を
要
請

「
残
念
」「
期
待
変
わ
ら
ず
」

拉
致
家
族
、
会
談
中
止
に
複
雑

闘
機
取
得
や
、
敵
基
地
反
撃

能
力
の
保
有
検
討
の
要
請
が

柱
。
地
上
配
備
型
迎
撃
シ
ス

テ
ム
「
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ

ア
」
の
早
期
整
備
を
含
め
た

ミ
サ
イ
ル
防
衛
強
化
や
、
サ

イ
バ
ー
空
間
の
効
果
的
な
防

衛
の
た
め
「
サ
イ
バ
ー
攻
撃

能
力
」
の
検
討
も
求
め
た
。

　

大
綱
へ
の
反
映
を
目
指

し
、
月
内
に
も
安
倍
晋
三
首

相
に
提
出
す
る
。

　

提
言
は
、
３
月
に
作
成
し

た
提
言
骨
子
で
導
入
を
求
め

た
「
多
用
途
防
衛
型
空
母
」

の
明
記
を
見
送
り
「
多
用
途

運
用
母
艦
」
に
改
め
た
。
防

空
任
務
や
災
害
時
の
救
援
活

動
の
拠
点
と
し
て
早
期
実
現

を
図
る
べ
き
だ
と
し
て
い

る
。

　

北
朝
鮮
の
核
・
ミ
サ
イ
ル

開
発
や
中
国
の
軍
備
増
強
を

見
据
え
、
質
量
両
面
で
の
防

衛
力
拡
充
を
訴
え
た
。
防
衛

予
算
の
具
体
的
数
値
は
盛
り

　
【
共
同
】
ト
ラ
ン
プ
米
大

統
領
が
米
朝
首
脳
会
談
中
止

を
決
め
た
こ
と
に
関
し
、
北

朝
鮮
に
よ
る
拉
致
被
害
者
の

家
族
は
２
５
日
「
進
展
す
る

と
思
っ
て
い
た
だ
け
に
残

念
」
と
落
胆
の
声
を
上
げ
る

一
方
で
「
米
国
へ
の
期
待
は

変
わ
ら
な
い
」
と
、
米
朝
の

対
話
再
開
に
望
み
を
か
け
る

複
雑
な
心
境
も
口
に
し
た
。

　

横
田
め
ぐ
み
さ
ん
＝
失
踪

当
時
（
１
３
）
＝
の
母
早
紀

江
さ
ん
（
８
２
）
は
「
駆
け

引
き
の
一
つ
。
ま
た
元
に
戻

る
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
先

に
進
む
の
か
も
し
れ
な
い

し
」
と
冷
静
だ
。「
北
朝
鮮

も
米
国
も
何
も
し
な
い
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
中
止
は
一

つ
の
過
程
で
は
」と
話
し
た
。

　

め
ぐ
み
さ
ん
の
弟
で
家
族

道
な
ど
を
爆
破
し
、
全
面
廃

棄
を
宣
言
。
米
側
に
よ
る
首

脳
会
談
中
止
発
表
後
も
対
話

に
余
地
を
残
し
た
。

　

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
公
開

し
た
書
簡
で
、
ト
ラ
ン
プ

氏
は
「（
北
朝
鮮
は
）
核
戦

力
を
語
る
が
、
米
国
の
核
戦

力
は
非
常
に
強
力
だ
。
使
わ

れ
な
い
よ
う
神
に
祈
っ
て
い

る
」
と
け
ん
制
。「
世
界
、

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
記
者
団

に
、
会
談
中
止
は
北
朝
鮮
や

世
界
に
と
っ
て
「
大
き
な
後

退
」
と
指
摘
。
挑
発
行
為
へ

の
備
え
は
で
き
て
い
る
と
強

調
、
最
大
限
の
圧
力
を
加
え

続
け
る
と
語
っ
た
。同
時
に
、

会
談
を
後
日
開
く
可
能
性
も

あ
る
と
し
た
。

　

北
朝
鮮
は
２
４
日
、
北
東

部
豊
渓
里
の
核
実
験
場
で
坑

　
【
共
同
】
自
民
党
の
安
全

保
障
調
査
会
は
２
５
日
、
国

防
部
会
と
の
合
同
会
議
を
党

本
部
で
開
き
、
政
府
が
年
末

の
決
定
を
目
指
す
新
た
な
防

て
い
た
専
門
家
は
不
在
。
完

全
に
使
用
不
可
能
と
な
っ
た

の
か
検
証
で
き
な
い
ま
ま

で
、
米
政
府
高
官
は
北
朝
鮮

の
主
張
の
信
ぴ
ょ
う
性
を
疑

う
。

　

現
地
取
材
に
当
た
っ
た
外

　
【
ハ
ノ
イ
共
同
】
２
９
日

か
ら
日
本
を
公
式
訪
問
す
る

ベ
ト
ナ
ム
の
チ
ャ
ン
・
ダ
イ
・

ク
ア
ン
国
家
主
席
（
６
１
）

は
２
５
日
、
首
都
ハ
ノ
イ
で

日
本
メ
デ
ィ
ア
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
応
じ
た
。
ベ
ト
ナ

ム
が
中
国
と
領
有
権
を
争
う

南
シ
ナ
海
問
題
に
つ
い
て

「
解
決
に
向
け
た
視
点
を
日

本
と
共
有
し
、
協
力
し
て
い

る
」
と
述
べ
、
日
本
の
こ
れ

ま
で
の
関
与
を
評
価
す
る
考

え
を
示
し
た
。

　

中
国
に
よ
る
南
シ
ナ
海
の

軍
事
拠
点
化
が
進
む
中
、
日

本
は
巡
視
船
の
供
与
な
ど
、

　
【
共
同
】
天
皇
陛
下
は

２
５
日
、
皇
居
内
の
生
物
学

研
究
所
の
隣
に
あ
る
水
田

で
、
毎
年
恒
例
の
田
植
え
を

さ
れ
た
。
田
植
え
は
、
農
業

奨
励
の
た
め
に
昭
和
天
皇
が

始
め
、
陛
下
が
引
き
継
い
だ

行
事
。
来
年
４
月
末
に
退
位

す
る
陛
下
に
と
っ
て
、
今
年

が
最
後
と
な
る
。
来
年
は
新

天
皇
と
な
る
皇
太
子
さ
ま
が

担
う
見
通
し
。

　

陛
下
は
長
靴
を
履
い
て
水

田
に
入
り
、
腰
を
落
と
し
、

丁
寧
に
も
ち
米
の
マ
ン
ゲ
ツ

モ
チ
を
植
え
た
。
皇
居
内
で

収
穫
し
た
種
も
み
を
陛
下
自

ら
が
ま
い
て
育
て
た
苗
で
、

こ
の
日
は
う
る
ち
米
の
ニ
ホ

ン
マ
サ
リ
の
株
も
植
え
た
。

後
日
も
田
植
え
を
続
け
、
９

月
下
旬
に
刈
り
取
る
予
定

だ
。

　

収
穫
し
た
コ
メ
は
１
１
月

の
「
新
嘗
祭
」
な
ど
、
皇
室

の
神
事
に
使
わ
れ
る
。

会
事
務
局
長
の
拓
也
さ
ん

（
４
９
）
は
「
米
朝
首
脳
会

談
後
の
日
朝
首
脳
会
談
に
期

待
し
て
い
た
の
で
残
念
だ
。

た
だ
会
談
だ
け
が
目
的
化
し

て
何
も
得
ら
れ
な
い
よ
り

は
、
北
朝
鮮
の
非
核
化
へ
の

対
応
を
見
極
め
た
の
は
評
価

し
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　

田
口
八
重
子
さ
ん
＝
失
踪

当
時
（
２
２
）
＝
の
兄
で
家

族
会
代
表
の
飯
塚
繁
雄
さ
ん

（
７
９
）
は
「
拉
致
被
害
者

の
解
放
を
具
体
的
な
流
れ
に

す
る
に
は
米
国
の
力
を
借
り

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、

米
朝
の
対
話
が
再
開
さ
れ
る

こ
と
を
望
ん
だ
。

　

神
戸
市
出
身
の
被
害
者
有

本
恵
子
さ
ん
＝
同
（
２
３
）

＝
の
父
明
弘
さ
ん
（
８
９
）

も
「
金
正
恩
氏
の
言
動
を
怪

し
い
と
感
じ
た
か
ら
こ
そ
米

国
は
中
止
し
た
の
だ
ろ
う
。

準
備
に
時
間
が
か
か
る
の
は

当
然
で
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

に
期
待
す
る
こ
と
に
変
わ
り

は
な
い
」
と
、
再
び
会
談
へ

の
機
運
が
高
ま
る
こ
と
を
期

待
し
た
。

　

鳥
取
県
米
子
市
の
被
害
者

松
本
京
子
さ
ん
＝
同（
２
９
）

＝
の
兄
孟
さ
ん
（
７
１
）
は

「
直
前
に
中
止
に
な
る
の
は

今
ま
で
と
同
じ
だ
」
と
残
念

そ
う
に
話
し
た
。

　
【
北
京
、
ソ
ウ
ル
共
同
】

北
朝
鮮
の
朝
鮮
中
央
通
信
は

２
５
日
、
北
東
部
豊
渓
里
の

核
実
験
場
が
２
４
日
の
坑
道

爆
破
な
ど
に
よ
り
「
完
全
に

廃
棄
さ
れ
た
」と
報
道
し
た
。

た
だ
、
当
初
招
く
と
表
明
し

合
っ
て
問
題
を
解
決
す
る
用

意
が
あ
る
」
と
訴
え
た
。

　

ポ
ン
ペ
オ
米
国
務
長
官
は

２
４
日
、
上
院
外
交
委
員
会

の
公
聴
会
で
、
こ
こ
数
日
に

わ
た
り
会
談
準
備
の
た
め
北

朝
鮮
側
に
連
絡
を
取
ろ
う
と

し
た
が
反
応
は
な
か
っ
た
と

明
ら
か
に
し
た
。

　

北
朝
鮮
は
米
国
と
の
関
係

正
常
化
を
条
件
に
、
非
核
化

に
応
じ
る
と
表
明
し
て
き

た
が
、
最
近
に
な
っ
て
態
度

を
硬
化
。
崔
善
姫
外
務
次
官

は
２
４
日
、
北
朝
鮮
に
強
硬

姿
勢
を
示
す
ペ
ン
ス
米
副
大

統
領
を
非
難
す
る
談
話
を
発

表
、「
米
国
が
わ
れ
わ
れ
の

善
意
を
冒
涜
し
非
道
に
振
る

舞
い
続
け
る
な
ら
、
首
脳
会

談
の
再
考
を
最
高
指
導
部
に

提
起
す
る
」
と
警
告
し
た
。

日
本
の
南
シ
ナ
海
関
与
を
評
価

ベ
ト
ナ
ム
国
家
主
席
が
会
見

定
、航
行
の
自
由
の
重
要
性
」

を
強
調
し
「
国
際
法
に
基
づ

く
平
和
的
な
問
題
解
決
」
を

目
指
し
て
き
た
と
指
摘
し

た
。

　

８
月
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
が
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
）
の
対
日
調
整
国
と

な
る
こ
と
に
も
触
れ
「
両
国

は
地
域
の
安
定
と
繁
栄
に
向

け
、
よ
り
行
動
的
に
貢
献
し

て
い
く
」
と
語
っ
た
。

　

日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
が
参
加

す
る
環
太
平
洋
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に
関
し
て
は
「
ベ

ト
ナ
ム
の
経
済
改
革
、
輸
出

拡
大
を
加
速
化
さ
せ
る
原
動

力
」
に
な
る
と
の
認
識
を
表

明
し
、
新
た
な
国
が
加
わ
る

こ
と
も
「
歓
迎
す
る
」
と
述

べ
た
。
日
本
に
対
し
て
は
、

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
「
完
全
か
つ
効
果
的
な
履

行
」
に
向
け
た
「
技
術
的
な

支
援
」
を
求
め
た
。

　

ク
ア
ン
氏
は
２
０
１
６

年
、
ベ
ト
ナ
ム
の
国
家
元
首

に
当
た
る
国
家
主
席
に
就
任

か
の
戦
争
の
経
験
な
ど
、
明

暗
が
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
る

こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
、

１
５
０
年
の
節
目
を
「
日
本

の
近
代
が
ど
の
よ
う
な
時
代

で
あ
っ
た
の
か
を
学
ぶ
機
会

に
す
る
こ
と
も
大
切
だ
」
と

述
べ
た
。
式
に
先
立
ち
、
西

郷
や
英
国
に
渡
っ
た
後
に
実

業
家
と
な
っ
た
薩
摩
藩
士
五

代
友
厚
ら
が
登
場
す
る
創
作

オ
ペ
ラ
を
高
校
生
が
披
露
し

た
。

　

幕
末
に
西
洋
文
明
を
吸
収

し
近
代
化
に
努
め
た
薩
摩
藩

は
、
江
戸
幕
府
体
制
の
崩

壊
と
近
代
国
家
形
成
に
つ
な

が
っ
た
明
治
維
新
の
原
動
力

だ
っ
た
と
さ
れ
る
。

鹿
児
島
で
明
治

１
５
０
年
式
典

先
人
の
功
績
た
た
え
る

天
皇
陛
下
が
最

後
の
田
植
え

核
実
験
場
「
廃
棄
」
に
疑
問

専
門
家
不
在
で
検
証
不
能

国
メ
デ
ィ
ア
は
一
夜
明
け
た

２
５
日
、
爆
破
の
瞬
間
の
写

真
や
、
ご
う
音
と
と
も
に
坑

道
入
り
口
な
ど
が
土
砂
に
埋

ま
る
映
像
を
繰
り
返
し
報
じ

た
。
朝
鮮
中
央
通
信
は
「
核

兵
器
な
き
世
界
建
設
に
積
極

的
に
貢
献
す
る
共
和
国
政
府

の
確
固
た
る
平
和
愛
好
の
立

場
の
表
れ
だ
」と
強
調
し
た
。

　

韓
国
記
者
団
に
よ
る
と
、

北
朝
鮮
の
核
兵
器
研
究
所
の

副
所
長
は
事
前
説
明
で
、
未

使
用
の
坑
道
も
含
め
「
入
り

口
だ
け
で
な
く
内
部
も
爆
破

す
る
」
と
説
明
。
爆
破
地
点

を
記
し
た
地
図
も
示
さ
れ

た
。
爆
破
前
に
は
、
爆
薬
が

仕
掛
け
ら
れ
た
坑
道
の
様
子

も
記
者
団
に
公
開
し
た
が
、

入
り
口
か
ら
す
ぐ
の
地
点
で

ふ
さ
が
れ
、
奥
の
様
子
は
見

え
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

北
朝
鮮
の
金
正
恩
朝
鮮
労

長
官
は
２
４
日
、
米
Ｃ
Ｎ
Ｂ

Ｃ
テ
レ
ビ
で
「
通
商
拡
大
法

は
安
全
保
障
上
の
脅
威
を
幅

広
く
定
義
し
て
お
り
、
経
済

や
雇
用
へ
の
悪
影
響
も
含
ま

れ
る
」
と
説
明
。
米
国
内
で

輸
入
車
の
占
め
る
割
合
が
上

昇
し
た
こ
と
を
挙
げ
、
輸
入

制
限
検
討
は
正
当
な
理
由
が

あ
る
と
の
認
識
を
示
し
た
。

　

自
動
車
の
輸
入
制
限
を

巡
っ
て
は
、
米
国
商
業
会
議

所
が
「
強
く
反
対
す
る
」
と

の
声
明
を
発
表
。
議
会
上
院

で
貿
易
政
策
を
担
当
す
る
財

政
委
員
会
の
ハ
ッ
チ
委
員
長

（
与
党
共
和
党
）
も
「
完
全

に
間
違
っ
て
い
る
」
と
の
声

明
を
出
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
に
対
す
る
海
洋
安

全
保
障
面
の
協
力
を
強
化
し

て
き
た
。
ク
ア
ン
氏
は
日
本

と
ベ
ト
ナ
ム
が
南
シ
ナ
海
問

題
へ
の
対
応
で
「
平
和
、
安

込
ま
な
か
っ
た
が
、
対
国
内

総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
比
２
％

を
目
標
と
す
る
北
大
西
洋
条

約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
を
例

示
し
「
必
要
か
つ
十
分
」
な

予
算
確
保
を
要
求
し
た
。

　

陸
海
空
に
加
え
て
新
た
な

防
衛
分
野
と
位
置
付
け
る
宇

宙
、
サ
イ
バ
ー
空
間
へ
の
対

処
力
を
高
め
る
重
要
性
を
指

摘
。
こ
れ
ら
の
分
野
を
ま
た

い
で
自
衛
隊
が
対
応
す
る
、

領
域
横
断
的
な
統
合
的
防
衛

構
想
（
ク
ロ
ス
ド
メ
イ
ン
）

も
掲
げ
て
い
る
。

　

政
府
が
２
０
２
３
年
度
配

備
を
目
指
す
イ
ー
ジ
ス
・
ア

シ
ョ
ア
の
確
実
な
導
入
、
敵

の
射
程
圏
外
か
ら
反
撃
で
き

る
長
距
離
巡
航
ミ
サ
イ
ル
の

取
得
を
求
め
た
。

　

サ
イ
バ
ー
防
衛
で
は
、
サ

イ
バ
ー
空
間
だ
け
で
攻
撃
を

受
け
た
際
、
武
力
攻
撃
事
態

と
認
定
し
て
自
衛
権
の
発
動

が
で
き
る
か
の
法
的
な
論
点

整
理
を
要
求
し
、
従
来
の
防

衛
予
算
と
は
別
に
予
算
を
獲

得
す
べ
き
だ
と
指
摘
し
た
。

働
党
委
員
長
が
４
月
の
南
北

首
脳
会
談
で
、
廃
棄
の
透
明

性
を
確
保
す
る
た
め
専
門
家

も
招
く
と
表
明
し
た
が
、
結

局
招
待
さ
れ
た
の
は
記
者
だ

け
。
韓
国
記
者
団
は
「
内
部

か
ら
と
み
ら
れ
る
爆
発
音
も

聞
こ
え
た
」
と
し
な
が
ら
も

「
正
確
な
状
況
は
分
か
ら
な

い
」
と
伝
え
た
。

　

米
政
府
高
官
は
ワ
シ
ン
ト

ン
で
記
者
団
に
対
し
「
何
が

成
し
遂
げ
ら
れ
た
の
か
を
検

証
で
き
る
よ
う
な
、
確
た
る

証
拠
を
得
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
た
」
と
非
難
。「
将

来
使
う
余
地
を
残
し
た
可
能

性
も
あ
る
」
と
指
摘
し
た
上

で
、
こ
う
し
た
約
束
破
り
が

米
朝
首
脳
会
談
を
中
止
す
る

理
由
に
な
っ
た
と
語
っ
た
。

　

韓
国
科
学
技
術
政
策
研

究
院
の
李
春
根
研
究
委
員

は
「
坑
道
内
に
あ
る
起
爆
室

な
ど
の
主
要
施
設
ま
で
爆
破

す
れ
ば
再
使
用
は
不
可
能
だ

が
、
そ
こ
ま
で
行
わ
れ
た
か

は
不
明
だ
」
と
検
証
の
必
要

性
を
指
摘
し
た
。

た
。先
人
の
功
績
を
た
た
え
、

将
来
の
発
展
に
向
け
た
決
意

を
確
認
。

　

三
反
園
訓
知
事
は
「
鹿
児

島
は
、
近
代
日
本
の
礎
を
つ

く
る
原
動
力
と
な
っ
た
人
た

ち
が
生
き
た
。
人
口
減
少
や

グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
の
変
革

期
を
迎
え
、
私
た
ち
は
先
人

の
志
を
引
き
継
ぎ
、
未
来
に

向
け
て
挑
戦
す
べ
き
で
は
な

い
か
」
と
訴
え
た
。

　

式
典
に
は
秋
篠
宮
ご
夫
妻

や
、
幕
末
に
留
学
生
を
送
り

込
ん
だ
英
国
の
政
府
関
係

者
も
出
席
し
た
。
秋
篠
宮
さ

ま
は
あ
い
さ
つ
で
、
明
治

以
降
の
足
跡
に
つ
い
て
「
近

代
化
の
歩
み
と
同
時
に
幾
度

　
【
共
同
】
鹿
児
島
県
は

２
５
日
、
１
８
６
８
年
の
明

治
改
元
か
ら
１
５
０
年
を
記

念
す
る
式
典
を
鹿
児
島
市
で

開
い
た
。
薩
摩
藩
は
明
治
維

新
期
に
活
躍
し
た
西
郷
隆
盛

や
、
明
治
初
期
の
産
業
育
成

な
ど
国
の
礎
づ
く
り
を
進
め

た
大
久
保
利
通
ら
を
輩
出
し

し
た
。
来
月
２
日
ま
で
日
本

に
滞
在
し
、
天
皇
、
皇
后
両

陛
下
と
の
会
見
や
安
倍
晋
三

首
相
と
の
会
談
を
予
定
し
て

い
る
。
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市
民
の
食
糧
、医
療
に
も
悪
影
響

失
補
償
対
策
室
の
財
源
を
示

し
て
お
ら
ず
、
納
税
者
に
負

担
が
行
く
こ
と
は
確
実
と
見

ら
れ
る
。

　

３
０
日
の
凍
結
期
間
中
、

最
初
の
１
５
日
間
は
デ
ィ
ー

ゼ
ル
油
本
来
の
価
格
と
２
・

１
レ
ア
ル
の
差
額
の
損
失
は

Ｐ
Ｂ
が
負
担
す
る
が
、
次
の

１
５
日
間
分
は
政
府
が
負
担

す
る
。
１
５
日
毎
の
推
定
損

失
額
は
３
億
５
千
万
レ
だ
。

　

２
４
日
夜
の
交
渉
の
席

で
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
価
格
に

含
ま
れ
る
諸
税
の
内
、
経
済

支
配
介
入
納
付
金
（
Ｃ
ｉ
ｄ

ｅ
）
と
社
会
統
合
基
金
（
Ｐ

Ｉ
Ｓ
）、
社
会
保
険
融
資
負

担
金
（
Ｃ
ｏ
ｆ
ｉ
ｎ
ｓ
）
免

除
を
、
政
府
は
あ
ら
た
め
て

表
明
。
交
渉
に
参
加
し
た

１
１
団
体
の
内
、
８
団
体
の

代
表
者
は
「
１
５
日
間
ス
ト

を
停
止
し
、
そ
の
後
に
再
交

渉
」
で
同
意
し
て
い
た
。

　

２
４
日
夜
の
時
点
で
は

「
ス
ト
の
継
続
は
回
避
さ
れ

た
」
と
の
楽
観
的
な
空
気
が

流
れ
て
い
た
が
、
ト
ラ
ッ
ク

運
転
手
の
代
表
者
ら
は
「
政

府
の
提
案
を
持
ち
帰
っ
て
諮

　

２
１
日
に
は
じ
ま
っ
た
ト
ラ
ッ
ク
・
ス
ト
の
影
響
は
、
交
通
や
食
品
、
製
造
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
り
、
国
民
生
活
に
パ
ニ
ッ
ク
を
巻
き
起
こ
し
て
い
る
。
そ
の
被
害
状
況

に
つ
い
て
２
５
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

た
ガ
ソ
リ
ン
・
ス
タ
ン
ド
が

続
出
。
燃
料
庁
（
Ａ
Ｎ
Ｐ
）

は
緊
急
で
、
最
低
限
の
燃
料

を
確
保
で
き
る
よ
う
対
応
す

る
こ
と
を
約
束
し
た
。

　

燃
料
不
足
は
バ
ス
や
自
動

車
の
運
転
上
の
障
害
に
な
る

だ
け
で
な
く
、
救
急
車
や
警

察
の
パ
ト
カ
ー
な
ど
が
出
動

で
き
な
く
な
る
な
ど
、
健
康

や
治
安
部
門
に
ま
で
影
響
を

与
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
ス
ト
で
食
料

の
配
達
も
滞
っ
た
。
荷
台
に

積
み
込
ま
れ
た
大
量
の
牛
乳

や
肉
、
野
菜
な
ど
が
腐
敗
し

た
り
し
た
他
、
ス
ト
の
た
め

に
回
収
し
て
も
ら
え
な
い
牛

乳
を
車
道
に
捨
て
る
光
景
な

ど
も
見
ら
れ
た
。
南
大
河
州

で
は
、
ス
ト
開
始
か
ら
の
４

日
間
で
４
０
０
万
リ
ッ
ト
ル

の
牛
乳
が
無
駄
に
な
っ
た
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
中
央
青
果
市

場
（
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
）
な

ど
の
市
場
で
は
野
菜
や
果

物
が
届
か
ず
、
全
国
の
ス
ー

パ
ー
や
青
果
店
、
フ
ェ
イ
ラ

　

ト
ラ
ッ
ク
業
界
の
ス
ト
の

続
行
で
、
国
中
が
パ
ニ
ッ
ク

に
覆
わ
れ
た
２
５
日
の
伯

国
。
そ
の
ス
ト
の
影
響
が
国

民
の
生
活
に
及
ん
で
き
て
い

る
こ
と
は
報
じ
た
が
、
ネ
ッ

ト
な
ど
を
見
て
い
る
と
、
不

人
気
の
テ
メ
ル
政
権
憎
し

と
ば
か
り
に
ト
ラ
ッ
ク
運

（
青
空
市
）
で
も
品
物
が
激

減
。
野
菜
な
ど
の
価
格
も
高

騰
し
て
い
る
。
ス
ー
パ
ー
で

は
食
品
以
外
の
品
も
届
か
な

い
た
め
、
品
薄
状
態
の
店
が

多
く
見
受
け
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
製
造
業
で
も
、
国

内
全
て
の
自
動
車
工
場
が

２
５
日
の
自
動
車
生
産
を
休

み
に
す
る
な
ど
、
深
刻
な
事

態
が
起
き
て
い
る
。

　

医
療
部
門
で
も
、
薬
局
に

薬
が
届
か
な
い
、
病
院
で
も

薬
品
や
手
術
や
診
療
に
使
う

道
具
な
ど
が
不
足
し
て
い
る

と
い
う
事
態
が
発
生
。
緊
急

以
外
の
手
術
は
延
期
、
入
院

患
者
は
極
力
断
る
な
ど
、
多

く
の
病
院
が
、
患
者
へ
の
対

応
や
運
営
が
困
難
な
状
態
に

陥
っ
て
い
る
。

空
港
、工
場
、市
場
が
麻
痺

る
、
最
終
的
な
返
事
は
そ
の

後
」
と
口
に
し
て
お
り
、
全

国
自
営
運
送
会
社
連
合
（
Ｃ

Ｎ
Ｔ
Ａ
）
の
ジ
ウ
マ
ー
ル
・

ブ
エ
ノ
会
長
も
、
物
流
の
正

常
化
に
ど
れ
く
ら
い
時
間
が

か
か
る
か
は
分
か
ら
な
い
と

言
い
残
し
て
い
た
。

カ
月
に
１
回
ま
で
と
す
る
。

ま
た
、ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
社（
Ｐ

Ｂ
）
へ
の
補
償
の
た
め
に
対

策
室
を
も
う
け
る
」
と
い
う

も
の
だ
っ
た
。

　

国
中
で
交
通
が
ス
ト
ッ
プ

し
、
物
流
や
生
産
、
市
民
生

活
に
甚
大
な
影
響
が
出
始
め

た
事
を
う
け
、
政
府
は
Ｐ
Ｂ

の
受
け
う
る
損
失
を
カ
バ
ー

す
る
た
め
に
対
策
室
を
設
け

て
、
４
９
億
レ
ア
ル
を
拠

出
す
る
と
し
て
合
意
に
至
っ

た
。
だ
が
、
政
府
は
Ｐ
Ｂ
損

　
【
既
報
関
連
】
デ
ィ
ー
ゼ

ル
油
価
格
値
上
げ
に
反
対
す

る
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
に
よ
る

ス
ト
が
続
く
中
、
２
４
日
夜

行
わ
れ
た
、
政
府
と
ト
ラ
ッ

ク
運
転
手
代
表
者
と
の
交
渉

後
、「
１
５
日
間
の
ス
ト
一

時
停
止
」
が
政
府
側
か
ら
発

表
さ
れ
た
。
だ
が
、
翌
２
５

日
も
全
州
で
ス
ト
が
継
続
さ

れ
た
と
、
同
日
付
伯
字
紙
・

サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

政
府
側
の
提
案
は
、

「
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
の
製
油
所

価
格
を
３
０
日
間
、
リ
ッ
ト

ル
２
・
１
レ
ア
ル
に
凍
結
、

そ
の
後
の
価
格
見
直
し
を
１

前
夜
に「
一
時
停
止
」の
発
表
も

聖
市
が
緊
急
事
態
宣
言
！

国
内
の
混
乱
に
拍
車
か
か
る

　

果
た
し
て
そ
の
翌
日
、
伯

国
を
待
っ
て
い
た
の
は
、
さ

ら
な
る
混
乱
だ
っ
た
。（
詳

細
は
本
面
別
記
事
に
て
）

　

テ
メ
ル
大
統
領
は
２
４

日
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
の
価
格

を
少
し
で
も
下
げ
る
た
め
、

価
格
の
１
６
％
を
占
め
る
州

は
ま
ず
交
通
部
門
が
あ
げ
ら

れ
る
。
こ
れ
は
燃
料
の
供
給

が
滞
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に

も
た
ら
さ
れ
た
も
の
だ
。

　

航
空
部
門
で
は
、
多
く
の

空
港
が
燃
料
不
足
に
陥
り
、

ブ
ラ
ジ
リ
ア
の
空
港
で
は

２
５
日
正
午
ま
で
だ
け
で
９

便
が
欠
航
し
た
。
午
後
１
時

現
在
で
は
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
や

レ
シ
フ
ェ
な
ど
１
１
空
港
で

燃
料
枯
渇
と
報
じ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
聖
市
の
バ
ス
を
運

営
す
る
Ｓ
Ｐ
ト
ラ
ン
ス
社
は

燃
料
不
足
か
ら
、
２
４
日
の

バ
ス
の
運
行
を
５
０
％
に
と

ど
め
た
。
２
５
日
は
更
に
運

行
比
率
が
落
ち
、
市
民
の
足

に
大
き
な
影
響
が
出
た
。
聖

州
内
に
は
バ
ス
の
運
行
が
完

全
に
止
ま
っ
た
市
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
車
の
利
用
者
に

も
影
響
が
出
て
い
る
。
聖
州

で
は
２
４
日
に
燃
料
が
尽
き

枯渇するガソリン・スタンド（Fabio Rodrigues Pozzebom/Agência Brasil）

２４日夜には、主要閣僚が「トラック運転手代表者との合
意が成立した」と発表していたが…（Valter Campanato / 
Agencia Brasil）

スト騒動

　

連
邦
政
府
は
ト
ラ
ッ
ク
業

界
と
１
５
日
間
の
ス
ト
凍
結

の
合
意
を
結
ん
だ
が
、
全
国

的
に
拡
大
し
た
ス
ト
の
収
束

と
物
流
の
正
常
化
に
は
４
、

５
日
は
か
か
る
見
込
み
だ
。

転
手
た
ち
を
応
援
す
る
声
が

目
立
っ
て
い
る
。「
ス
ト
は

国
民
の
権
利
」「
軍
の
介
入

な
ど
も
っ
て
の
ほ
か
」
と
の

意
見
も
見
る
。
た
だ
、
こ
の

状
態
が
週
末
を
越
え
て
も
続

く
よ
う
だ
と
、
国
民
の
移
動

や
食
生
活
に
も
よ
り
本
格
的

な
影
響
が
出
る
こ
と
に
も
な

る
。
そ
う
な
っ
た
と
き
に
も

彼
ら
は
同
じ
主
張
が
果
た
し

て
で
き
る
か
。
ま
し
て
や
、

そ
の
「
労
働
者
の
権
利
」
の

は
ず
の
ス
ト
に
企
業
家
が
絡

む
な
ど
の
矛
盾
説
も
出
て
い

る
が
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ

こ
数
日
が
正
念
場
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

こ
う
い
う
非
常
事
態
の
際

に
１
０
月
の
大
統
領
選
の
候

補
者
が
何
と
言
う
か
は
注
目

さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
の

と
こ
ろ
の
報
道
で
は
そ
れ
も

あ
ま
り
出
て
き
て
い
な
い
。

ネ
ッ
ト
上
で
圧
倒
的
な
支
持

を
得
て
い
る
ジ
ャ
イ
ー
ル
・

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
は
、
２
４
日

に
「
ス
ト
は
国
民
の
権
利
な

の
で
支
持
す
る
が
、
道
路
封

鎖
は
い
た
だ
け
な
い
」
と
発

言
し
た
と
こ
ろ
、
熱
心
な
信

者
の
多
い
同
氏
の
発
言
で
す

ら
、
批
判
を
浴
び
た
。
少
な

く
と
も
今
は
、
沈
黙
し
た
方

が
身
の
た
め
か
。
そ
し
て
、

こ
の
ス
ト
の
後
に
得
を
す
る

政
治
家
は
誰
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
日
、明
日
は
、サ
ッ
カ
ー

の
全
国
選
手
権
の
試
合
が
１

部
、
２
部
合
わ
せ
て
１
４
試

合
も
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
、

い
ず
れ
も
「
移
動
」
が
必
要

な
も
の
。
果
た
し
て
、
彼
ら

サ
ッ
カ
ー
・
ク
ラ
ブ
を
試
合

会
場
ま
で
運
ぶ
車
や
飛
行
機

の
燃
料
は
あ
る
の
か
。
こ
ん

な
時
は
、
今
日
行
わ
れ
る
欧

州
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
・
リ
ー

グ
の
決
勝
、
レ
ア
ル
・
マ
ド

リ
ッ
ド
対
リ
バ
プ
ー
ル
を
テ

レ
ビ
観
戦
か
。

　

ト
ラ
ッ
ク
・
ス
ト
で
の
ガ

ソ
リ
ン
枯
渇
の
影
響
が
隣
国

ウ
ル
グ
ア
イ
の
国
境
近
く
の

ガ
ソ
リ
ン
・
ス
タ
ン
ド
に
ま

で
及
び
つ
つ
あ
る
と
、
２
５

日
付
伯
字
サ
イ
ト
が
報
じ
て

い
る
。

　

南
大
河
州
で
は
首
都
ポ
ル

ト
・
ア
レ
グ
レ
で
全
て
の
ガ

ソ
リ
ン
・
ス
タ
ン
ド
が
燃
料

ゼ
ロ
に
な
り
、
緊
急
事
態
宣

言
を
行
う
な
ど
、
燃
料
不
足

が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
、
同
州
サ
ン
タ

ナ
・
ド
・
リ
ヴ
ラ
メ
ン
ト
の

市
民
は
、
ウ
ル
グ
ア
イ
と
国

境
を
接
し
て
い
る
と
い
う
地

理
的
な
条
件
を
活
か
し
、
隣

国
の
リ
ヴ
ェ
ラ
市
で
ガ
ソ
リ

ン
を
買
い
求
め
る
人
が
続
出

し
て
い
る
と
い
う
。
リ
ヴ
ェ

ラ
市
で
は
、
リ
ッ
ト
ル
あ
た

り
６
レ
ア
ル
相
当
で
ガ
ソ
リ

ン
が
購
入
で
き
る
と
い
う
。

　

サ
ン
タ
ナ
・
ド
・
リ
ヴ
ラ

メ
ン
ト
と
リ
ヴ
ェ
ラ
は
、
従

来
か
ら
、
薬
や
バ
ナ
ナ
、
砂

糖
、
肉
、
粉
ミ
ル
ク
な
ど
、

両
国
の
商
品
の
売
買
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
今
回

の
ス
ト
の
影
響
で
、
リ
ヴ
ェ

ラ
で
燃
料
を
補
給
し
よ
う
と

す
る
人
が
急
増
し
た
。

　

た
だ
、
こ
の
状
況
に
リ

ヴ
ェ
ラ
の
ガ
ソ
リ
ン
・
ス
タ

ン
ド
も
困
惑
し
て
い
る
。
現

状
で
は
、
同
市
の
ほ
と
ん
ど

の
給
油
所
が
、
パ
ト
カ
ー
や

救
急
車
と
い
っ
た
、
保
安
や

保
健
に
関
す
る
自
動
車
の
み

の
給
油
を
受
け
付
け
て
い
る

と
い
う
。

　
【
既
報
関
連
】
ト
ラ
ッ
ク

運
転
手
の
ス
ト
が
５
日
目
を

迎
え
た
２
５
日
、
聖
市
の
ブ

ル
ー
ノ
・
コ
ー
ヴ
ァ
ス
市
長

が
緊
急
事
態
を
宣
言
。
さ
ら

に
、
テ
メ
ル
大
統
領
が
道
路

封
鎖
を
解
く
た
め
に
軍
な
ど

の
投
入
を
認
め
た
と
同
日
付

伯
字
紙
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

２
４
日
の
合
意
成
立
で

２
５
日
は
ス
ト
回
避
と
見
ら

れ
て
い
た
が
、
２
５
日
も
連

邦
直
轄
区
を
含
む
全
州
で
何

ら
か
の
形
の
ス
ト
が
続
い

た
。

　

聖
市
で
は
、
周
辺
の
高
速

道
や
マ
ル
ジ
ナ
ル
な
ど
の
幹

線
道
路
の
一
部
封
鎖
が
続
い

た
上
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転

手
の
ス
ト
も
起
き
、
２
５
日

午
後
５
時
現
在
も
マ
ヒ
状
態

が
続
い
て
い
る
。

　

デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
そ
の
他
の

燃
料
の
供
給
が
止
ま
っ
た
た

め
、
２
４
日
に
は
２
５
日
の

ゴ
ミ
回
収
停
止
も
決
ま
っ
た

が
、
少
な
く
と
も
朝
の
内
は

回
収
車
が
町
に
出
る
な
ど
、

ス
ト
回
避
に
よ
る
正
常
化
に

期
待
し
た
動
き
も
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
マ
ヒ
状
態
が
続

き
、
燃
料
補
給
も
ま
ま
な
ら

な
い
事
な
ど
か
ら
、
市
長
が

緊
急
事
態
を
宣
言
。
こ
れ
に

よ
り
、
必
要
な
ら
ば
、
入
札

抜
き
で
の
物
資
購
入
や
、
民

間
企
業
が
貯
蔵
し
て
い
る
燃

料
を
提
供
さ
せ
た
り
す
る
事

が
可
能
と
な
る
。

　

聖
市
で
は
今
後
の
状
況
次

第
で
必
要
な
判
断
を
下
す
た

め
、
法
務
、
財
務
、
保
安
、

検
察
な
ど
の
長
か
ら
な
る
特

別
委
員
会
を
設
置
。
燃
料
補

給
が
再
開
さ
れ
な
け
れ
ば
休

日
設
定
も
あ
る
と
い
う
。

　

緊
急
事
態
が
公
共
の
非
常

事
態
に
進
む
と
、
燃
料
節
約

の
た
め
に
、
ど
う
し
て
も
不

可
欠
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
以
外

の
サ
ー
ビ
ス
が
停
止
さ
れ
る

事
態
も
生
じ
る
。

　

緊
急
事
態
宣
言
は
、
聖
州

内
陸
部
の
カ
ン
ピ
ー
ナ
ス
市

で
も
出
て
い
る
。
ま
た
、
南

大
河
州
は
ポ
ル
ト
・
ア
レ
グ

レ
や
カ
ン
グ
ス
ー
な
ど
４

市
、
ミ
ナ
ス
州
は
テ
オ
フ
ィ

ロ
・
オ
ト
ニ
、
チ
モ
テ
オ
の

２
市
、
サ
ン
タ
カ
タ
リ
ー
ナ

州
は
ブ
ル
ス
ケ
市
、
ペ
ル
ナ

ン
ブ
コ
州
は
カ
ル
ア
ル
市
も

緊
急
宣
言
を
出
し
た
。

　

ま
た
、
緊
急
事
態
こ
そ
未

　
【
既
報
関
連
】
デ
ィ
ー
ゼ

ル
油
の
価
格
上
昇
に
反
対
し

て
起
き
た
ト
ラ
ッ
ク
ス
ト
４

日
目
の
２
４
日
、
マ
ッ
ト
・

グ
ロ
ッ
ソ
州
で
、
病
院
用
の

衣
類
を
運
ぶ
ト
ラ
ッ
ク
が
投

石
を
受
け
た
上
、
運
転
手
が

暴
行
さ
れ
て
負
傷
す
る
事
件

が
起
き
た
と
同
日
付
Ｇ
１
サ

イ
ト
が
報
じ
た
。

　

事
件
が
起
き
た
の
は
マ
ッ

ト
・
グ
ロ
ッ
ソ
州
都
の
ク
イ

ア
バ
か
ら
４
２
０
キ
ロ
の
ソ

リ
ー
ゾ
市
だ
。
運
転
手
は
国

道
１
６
３
号
線
を
通
り
、
病

院
へ
の
品
を
納
品
し
よ
う
と

し
た
が
、
同
道
を
封
鎖
し
て

い
た
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
達
は

こ
れ
を
嫌
い
、
ト
ラ
ッ
ク
を

囲
ん
で
進
行
を
妨
げ
た
上
、

フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
大
き
な

石
を
投
げ
つ
け
た
。

　

ま
た
、
運
転
手
を
引
き
ず

り
出
し
て
暴
行
を
加
え
た
た

め
、
運
転
手
は
徒
歩
で
逃
げ

出
し
、
連
邦
道
路
警
察
（
Ｐ

Ｒ
Ｆ
）ま
で
行
き
着
い
た
が
、

そ
こ
で
気
絶
。
通
報
を
受
け

て
駆
け
つ
け
た
同
道
管
理
会

社
の
医
師
が
手
当
て
を
施
し

た
。

　

Ｐ
Ｏ
Ｆ
に
よ
る
と
、
被
害

に
遭
っ
た
運
転
手
は
６
０
歳

で
、
命
に
は
別
状
は
な
か
っ

外国為替市況
中銀サイトより

5月25日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.6703  R$
買　3.6694  R$

円相場
売　0.0336  R$
買　0.0335  R$

全国でパニック状態に
　

同
ス
ト
で
国
民
に
真
っ
先
に
影
響
が
出
た
も
の
と
し
て

た
が
、
現
場
に
は
大
勢
の
ト

ラ
ッ
ク
運
転
手
が
お
り
、
投

石
を
行
っ
た
人
物
や
、
被
害

者
に
暴
行
を
加
え
た
人
物
を

特
定
し
、
逮
捕
す
る
事
は
出

来
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

ス
ト
に
参
加
し
て
い
る
ト

ラ
ッ
ク
の
運
転
手
達
は
、
自

分
達
の
車
を
停
め
て
他
の
車

の
走
行
を
阻
害
す
る
だ
け
で

な
く
、
封
鎖
地
点
を
通
過
し

よ
う
と
す
る
ト
ラ
ッ
ク
が
あ

る
と
そ
れ
を
止
め
、
そ
れ
以

上
の
業
務
遂
行
を
阻
む
行
為

も
行
っ
て
い
る
。

運
転
手
が
暴
行
受
け
て
負
傷

病
院
用
の
衣
類
運
送
試
み
て

大
統
領
も
軍
の
出
動
認
め
る

トラック
ス ト

ト
ラ
ッ
ク
ス
ト
５
日
目
に
突
入

（２）２０１８年 第５００６号 ５月 ２６日 （土曜日）

トラックスト

ウ
ル
グ
ア
イ
ま
で
行
っ
て
給
油

ガ
ソ
リ
ン
枯
渇
の
南
大
河
州
で

道
路
封
鎖
解
除
の
た
め
の

軍
投
入
を
許
可
し
た
事
を

発
表
す
る
テ
メ
ル
大
統
領

（Antonio Cruz/Agência 
Brasil

）

違
法
な
企
業
家
主
導

の
ス
ト
の
疑
い
も

宣
言
だ
が
、
医
療
関
係
の
車

両
以
外
へ
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル

油
販
売
を
禁
じ
た
市
や
、
救

急
車
両
の
一
部
が
動
け
な
く

な
っ
た
市
も
あ
る
。

　

連
邦
政
府
は
２
５
日
の
緊

急
会
議
後
、
道
路
封
鎖
解
除

の
た
め
に
軍
な
ど
を
投
入
す

る
事
を
許
可
し
た
と
発
表
し

た
。
テ
メ
ル
大
統
領
は
「
病

院
に
医
薬
品
が
届
か
ず
、
子

供
達
が
学
校
に
行
け
な
い
状

態
は
認
め
ら
れ
な
い
」「
一

部
の
過
激
な
運
転
手
が
、
多

く
の
運
転
手
が
合
意
に
従
う

の
を
妨
げ
、
業
務
に
戻
る
の

を
阻
害
し
て
い
る
」
と
し
た

上
、「
も
は
や
対
話
の
段
階

は
過
ぎ
、
国
民
を
守
る
た
め

に
国
力
を
使
う
段
階
に
至
っ

た
」
と
の
見
解
を
示
し
た
。

税（
商
品
流
通
サ
ー
ビ
ス
税
・

Ｉ
Ｃ
Ｍ
Ｓ
）
削
減
を
各
州
財

務
局
長
に
提
案
す
る
と
語
っ

た
。
リ
オ
州
の
フ
ェ
ル
ナ
ン

ド
・
ペ
ゾ
ン
知
事
な
ど
は
、

ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
た
ち
が
州

内
の
道
路
封
鎖
を
や
め
る
な

ら
と
い
う
条
件
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｍ

Ｓ
の
削
減
に
前
向
き
な
姿
勢

を
示
し
て
い
る
。

　

他
方
、
短
期
間
で
こ
れ
ほ

ど
大
規
模
な
ス
ト
が
広
が
っ

た
こ
と
に
、「
末
端
の
運
転

手
（
労
働
者
）
で
は
な
く
、

運
送
業
者
（
企
業
家
）
が
ス

ト
を
組
織
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
？
」
と
の
疑
い
を
、

ラ
ウ
ル
・
ジ
ュ
ン
グ
マ
ン
治

安
相
は
口
に
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
俗
語
で
〃
ロ
ッ
カ

ウ
チ
〃
と
呼
ば
れ
、
違
法
行

為
だ
。
同
治
安
相
は
、
そ
の

証
拠
を
掴
み
次
第
、
連
警
が

動
く
と
語
っ
た
。



　
３
月が

つ

１
１
日に

ち

の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

・
人じ

ん

民み
ん

代だ
い

表ひ
ょ
う

大た
い

会か
い

で
、
国こ

っ

家か

主し
ゅ

席せ
き

の

任に
ん

期き

制せ
い

限げ
ん

を
撤て

っ

廃ぱ
い

す
る
憲け

ん

法ぽ
う

改か
い

正せ
い

案あ
ん

が
可か

決け
つ

さ
れ
た
。
し
か

も
賛さ

ん

成せ
い

２
９
５
８
票ぴ

ょ
うに
対た

い

し
て
、
反は

ん

対た
い

２
票ひ

ょ
う、
棄き

権け
ん

３
票ぴ

ょ
う
と

い
う
、
通つ

う

常じ
ょ
うの
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

国こ
っ

家か

で
は
あ
り
え
な
い
投と

う

票ひ
ょ
う

結け
っ

果か

だ
。
任に

ん

期き

制せ
い

限げ
ん

は
な
く
、
選せ

ん

挙き
ょ

も
茶ち

ゃ

番ば
ん

で
あ
れ
ば
、
国こ

っ

家か

主し
ゅ

席せ
き

は
皇こ

う

帝て
い

と
変か

わ
ら
な
い
。

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

は
長な

が

い
歴れ

き

史し

を
通つ

う

じ
て
、
数す

う

百ひ
ゃ
く

年ね
ん

ご
と
に
王お

う

朝ち
ょ
うが
衰す

い

退た
い

し
て
は
、
戦せ

ん

乱ら
ん

の
中な

か

か
ら
新あ

た
ら
し
い
王お

う

朝ち
ょ
うが
興お

こ
っ
て
き
た
。
現げ

ん

在ざ
い

の
中

ち
ゅ
う

華か

人じ
ん

民み
ん

共き
ょ
う

和わ

国こ
く

な
る
体た

い

制せ
い

も
、
表

お
も
て

向む

き
は
「
共

き
ょ
う

和わ

国こ
く

」
で
あ
る
が
、
実じ

っ

質し
つ

的て
き

な
選せ

ん

挙き
ょ

も
な
く
、
法ほ

う

治ち

に
基も

と

づ
い

た
政せ

い

権け
ん

交こ
う

代た
い

も
な
い
、
古こ

代だ
い

か
ら
の
王お

う

朝ち
ょ
うそ
の
ま
ま
だ
。

　

し
か
も
今い

ま

や
年ね

ん

に
数す

う

万ま
ん

件け
ん

も
農の

う

民み
ん

や
労ろ

う

働ど
う

者し
ゃ

の
暴ぼ

う

動ど
う

が
起お

こ
り
、
そ
れ
を
武ぶ

力り
ょ
くで
抑お

さ

え
つ
け
て
い
る
所と

こ
ろ
な
ど
は
、
歴れ

き

代だ
い

王お
う

朝ち
ょ
うの
崩ほ

う

壊か
い

前ま
え

と
そ
っ
く
り
だ
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
わ
が
国く

に

は
一い

っ

系け
い

の
皇こ

う

室し
つ

が
１
２
５
代だ

い

も
続つ

づ

い
て
き
て

お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
期き

間か
ん

を
安あ

ん

定て
い

し
た
平へ

い

和わ

の
な
か
で
過す

ご
し
て
き
た
。
こ
の
あ
ま
り
に
も
鮮あ

ざ

や
か
な
違ち

が

い
は
ど
こ
か
ら

来く

る
の
か
。
石せ

き

平へ
い

氏し

の
近き

ん

著ち
ょ

『
な
ぜ
日に

本ほ
ん

だ
け
が
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
呪じ

ゅ

縛ば
く

か
ら
逃の

が

れ
ら
れ
た
の
か 

「
脱だ

つ

中ち
ゅ
う

華か

」の
日に

本ほ
ん

思し

想そ
う

史し

』[

１]

は
、
こ
の
違ち

が

い
の
原げ

ん

因い
ん

を
見み

事ご
と

に
描え

が

き
出だ

し
て
い
る
。

　
こ
の
本ほ

ん

を
読よ

め
ば
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

民み
ん

の
よ
う
に
歴れ

き

代だ
い

王お
う

朝ち
ょ
うの
暴ぼ

う

政せ
い

や
、
王お

う

朝ち
ょ
う

交こ
う

代た
い

時じ

の
戦せ

ん

乱ら
ん

か
ら
逃の

が

れ
て
こ
ら
れ

た
の
は
、わ
が
先せ

ん

人じ
ん

た
ち
が
「
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
呪じ

ゅ

縛ば
く

」
か
ら
独ど

く

立り
つ

し
て
、

独ど
く

自じ

の
国こ

っ

家か

と
文ぶ

ん

明め
い

を
築き

ず

い
て
き
た
苦く

心し
ん

の
お
陰か

げ

で
あ
る
こ
と

が
良よ

く
分わ

か
る
。

　

今こ
ん

回か
い

は
こ
の
本ほ

ん

の
ご
く
一い

ち

部ぶ

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
つ
つ
、
我わ

れ

ら
が
先せ

ん

人じ
ん

の
苦く

心し
ん

の
一い

っ

端た
ん

を
偲し

の

ん
で
み
た
い
。

戦せ
ん

乱ら
ん

の
大た

い

陸り
く

、
平へ

い

和わ

の
列れ

っ

島と
う

～ 

石せ
き

平へ
い

著ち
ょ

『
な
ぜ
日に

本ほ
ん

だ
け
が
中ち

ゅ
う

国ご
く

の

呪じ
ゅ

縛ば
く

か
ら
逃の

が

れ
ら
れ
た
の
か 

「
脱だ

つ

中ち
ゅ
う

華か

」

の
日に

本ほ
ん

思し

想そ
う

史し

』
を
読よ

む

２０１８年
ねん

４月
がつ

１５日
にち

版
ばん

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

の
統と

う

治ち

思し

想そ
う

は
儒じ

ゅ

教き
ょ
うの
二ふ

た

つ
の
原げ

ん

理り

か
ら
な
っ
て
い
る
、

と
石せ

き

平へ
い

氏し

は
指し

摘て
き

す
る
。「
天て

ん

命め
い

思し

想そ
う

」
と
「
中

ち
ゅ
う

華か

思し

想そ
う

」

で
あ
る
。
ま
ず
「
天て

ん

命め
い

思し

想そ
う

」
は
以い

下か

の
よ
う
に
説せ

つ

明め
い

さ
れ

て
い
る
。

　
「
天て

ん

」
は
自み

ず
か

ら
の
意い

思し

を
直

ち
ょ
く

接せ
つ

、
語か

た

り
は
し
な
い
が
、
人に

ん

間げ
ん

の
世せ

界か
い

か
ら
誰だ

れ

か
を
自じ

分ぶ
ん

の
「
子こ

」
と
し
て
選え

ら

び
、「
天て

ん

子し

」
で
あ
る
こ
の
人ひ

と

に
支し

配は
い

権け
ん

を
委い

譲じ
ょ
うす
る
。
そ
し
て
「
天て

ん

子し

」
を
通と

お

し
て
人に

ん

間げ
ん

世せ

界か
い

を
支し

配は
い

す
る
の
で
あ
る
。[

１
， 

１
４
０]

　

す
な
わ
ち
「
天て

ん

」
は
皇こ

う

帝て
い

を
通つ

う

じ
て
人に

ん

間げ
ん

世せ

界か
い

を
統と

う

治ち

す

る
の
で
、
す
べ
て
の
人じ

ん

民み
ん

は
皇こ

う

帝て
い

に
従し

た
がわ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
皇こ

う

帝て
い

は
「
独ど

く

裁さ
い

者し
ゃ

」
と
な
る
。
し
か
も
天て

ん

の
代だ

い

理り

人に
ん

と
し
て
の
皇こ

う

帝て
い

の
地ち

位い

は
終

し
ゅ
う

身し
ん

で
あ
り
、
か
つ
子し

孫そ
ん

代だ
い

々だ
い

に

受う

け
継つ

が
れ
て
い
く
。

　
こ
の
思し

想そ
う

は
、
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

と
は
全ま

っ
た
く
相あ

い

容い

れ
な
い
も
の
で
あ

る
。
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

に
お
い
て
は
、国こ

く

民み
ん

が
統と

う

治ち

権け
ん

を
持も

っ
て
お
り
、

選せ
ん

挙き
ょ

を
通つ

う

じ
て
政せ

い

治じ

家か

を
選え

ら

び
、
統と

う

治ち

権け
ん

を
一い

っ

定て
い

期き

間か
ん

委ゆ
だ

ね

る
。
そ
の
政せ

い

治じ

家か

が
独ど

く

裁さ
い

者し
ゃ

と
な
る
の
を
防ふ

せ

ぐ
た
め
に
、
た
と

え
ば
米べ

い

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うで
あ
れ
ば
、
１
期き

４
年ね

ん

で
、
４
年ね

ん

毎ご
と

に
選せ

ん

挙き
ょ

を
経へ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
も
２
期き

ま
で
と
決き

め
ら
れ
て
い

る
。

　

今こ
ん

回か
い

、
習

し
ゅ
う

近き
ん

平ぺ
い

が
茶ち

ゃ

番ば
ん

の
選せ

ん

挙き
ょ

に
よ
り
、
任に

ん

期き

制せ
い

限げ
ん

を
撤て

っ

廃ぱ
い

し
た
の
は
、
選せ

ん

挙き
ょ

と
任に

ん

期き

と
い
う
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

の
根こ

ん

幹か
ん

の
放ほ

う

棄き

で
あ
り
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

伝で
ん

統と
う

の
皇こ

う

帝て
い

に
近ち

か

づ
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
普ふ

通つ
う

の
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

国こ
っ

家か

な
ら
、
ご
う
ご
う
た
る
非ひ

難な
ん

を

巻ま

き
起お

こ
す
処し

ょ

置ち

だ
が
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

で
は
民み

ん

衆し
ゅ
うか
ら
し
て
、
天て

ん

命め
い

思し

想そ
う

に
染そ

ま
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
の
違い

和わ

感か
ん

は
な
い
の

で
あ
ろ
う
。

　

次つ
ぎ

な
る
一い

っ

歩ぽ

は
、皇こ

う

帝て
い

の
地ち

位い

が
子し

孫そ
ん

に
伝つ

た

え
ら
れ
て
い
く
、

と
い
う
世せ

襲し
ゅ
う

制せ
い

で
あ
る
。
我わ

れ

々わ
れ

は
そ
の
実じ

つ

例れ
い

を
、
す
で
に
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

に
見み

て
い
る
。
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

民み
ん

も
長な

が

ら
く
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
属ぞ

っ

国こ
く

民み
ん

と

し
て
、
こ
の
天て

ん

命め
い

思し

想そ
う

に
染そ

ま
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
皇こ

う

帝て
い

が
権け

ん

力り
ょ
くを
ほ
し
い
ま
ま
に
に
し
て
、
私し

利り

私し

欲よ
く

に
ふ
け
っ
た
り
、
圧あ

っ

政せ
い

暴ぼ
う

政せ
い

が
続つ

づ

く
と
、「
天て

ん

」
は
別べ

つ

の

人に
ん

間げ
ん

を
「
天て

ん

子し

」
と
し
て
選え

ら

び
、
統と

う

治ち

権け
ん

を
引ひ

き
渡わ

た

す
。「
天て

ん

命め
い

」
を
「
革あ

ら
た
め
る
」、
こ
れ
が
「
革か

く

命め
い

」
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
別べ

つ

の
人に

ん

間げ
ん

が
、「
今い

ま

の
皇こ

う

帝て
い

は
す
で
に
『
天て

ん

』

に
見み

捨す

て
ら
れ
た
。
我わ

れ

こ
そ
は
新あ

ら

た
に
『
天て

ん

命め
い

』
を
受う

け
た

も
の
で
あ
る
」
と
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
て
、「
革か

く

命め
い

」
を
引ひ

き
起お

こ
す
こ
と

が
で
き
る
。

　

皇こ
う

帝て
い

の
権け

ん

力り
ょ
くを
牽け

ん

制せ
い

す
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
革か

く

命め
い

勢せ
い

力り
ょ
くの

み
で
あ
る
。
両

り
ょ
う

者し
ゃ

の
決け

っ

着ち
ゃ
くは
武ぶ

力り
ょ
くで
つ
け
る
し
か
な
い
。
と
い

う
こ
と
は
、
皇こ

う

帝て
い

は
武ぶ

力り
ょ
くが
強つ

よ

い
間あ

い
だ
は
独ど

く

裁さ
い

権け
ん

力り
ょ
くを
振ふ

る
い
、

そ
の
武ぶ

力り
ょ
くが
弱よ

わ

っ
て
革か

く

命め
い

勢せ
い

力り
ょ
くが
立た

ち
上あ

が
る
と
戦せ

ん

乱ら
ん

と
な

る
。
こ
の
独ど

く

裁さ
い

と
戦せ

ん

乱ら
ん

が
、
天て

ん

命め
い

思し

想そ
う

に
お
け
る
統と

う

治ち

サ
イ
ク

ル
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

史し

実じ
つ

を
見み

て
み
よ
う
。
秦し

ん

の
始し

皇こ
う

帝て
い

は
紀き

元げ
ん

前ぜ
ん

２
２
１
年ね

ん

に
、
そ
れ
ま
で
列れ

っ

強き
ょ
う

各か
っ

国こ
く

が
争

あ
ら
そ
っ
て
い
た
戦せ

ん

国ご
く

時じ

代だ
い

を
勝か

ち

抜ぬ

き
、
史し

上じ
ょ
う

初は
じ

め
て
の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

統と
う

一い
つ
を
成な

し
遂と

げ
、
最さ

い

初し
ょ

の
皇こ

う

帝て
い

と
し
て
「
始し

皇こ
う

帝て
い

」
と
名な

の
っ
た
。

　

し
か
し
、
万ば

ん

里り

の
長

ち
ょ
う

城じ
ょ
うの
原げ

ん

型け
い

や
、
１
万ま

ん

人に
ん

が
座す

わ

れ
る
前ぜ

ん

殿で
ん

を
持も

つ
阿あ

房ぼ
う

宮き
ゅ
う、
さ
ら
に
は
８
０
０
０
体た

い

近ち
か

く
の
等と

う

身し
ん

大だ
い

の
兵へ

い

馬ば

俑よ
う

で
知し

ら
れ
る
秦し

ん

始し

皇こ
う

帝て
い

陵り
ょ
うな
ど
の
建け

ん

設せ
つ

で
人じ

ん

民み
ん

に

多た

大だ
い

な
負ふ

担た
ん

を
強し

い
た
た
め
、
暗あ

ん

愚ぐ

な
二に

世せ
い

皇こ
う

帝て
い

の
時と

き

に
全ぜ

ん

国こ
く

的て
き

な
反は

ん

乱ら
ん

が
起お

き
た
。
こ
れ
が
紀き

元げ
ん

前ぜ
ん

２
０
９
年ね

ん

の
陳ち

ん

勝し
ょ
う・
呉ご

広こ
う

の
乱ら

ん

で
、
劉

り
ゅ
う

邦ほ
う

が
紀き

元げ
ん

前ぜ
ん

２
０
２
年ね

ん

に
全ぜ

ん

土ど

を
再さ

い

統と
う

一い
つ
し
て
、
前ぜ

ん

漢か
ん

の
皇こ

う

帝て
い

に
な
る
ま
で
、
戦せ

ん

乱ら
ん

が
７
年ね

ん

間か
ん

続つ
づ

い

た
。

　

秦し
ん

の
皇こ

う

帝て
い

の
姓せ

い

は
「
え
い
」（
漢か

ん

字じ

は
パ
ソ
コ
ン
で
は
表

ひ
ょ
う

示じ

で
き
な
い
）
だ
っ
た
が
、
前ぜ

ん

漢か
ん

の
「
劉り

ゅ
う」
に
「
姓せ

い

が
易か

わ
る
」、

と
い
う
こ
と
で
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
王お

う

朝ち
ょ
う

交こ
う

替た
い

は
「
易え

き

姓せ
い

革か
く

命め
い

」
と
言い

わ
れ
る
。

　

王お
う

朝ち
ょ
う

交こ
う

代た
い

時じ

の
戦せ

ん

乱ら
ん

が
７
年ね

ん

と
い
う
の
は
短み

じ
か
い
方ほ

う

で
、

前ぜ
ん

漢か
ん

の
崩ほ

う

壊か
い

時じ

は
１
８
４
年ね

ん

に
起お

こ
っ
た
黄こ

う

巾き
ん

の
乱ら

ん

以い

降こ
う

、

２
２
０
年ね

ん

に
魏ぎ

が
成せ

い

立り
つ

す
る
ま
で
、
３
６
年ね

ん

も
か
か
っ
た
。

　
こ
う
し
て
皇こ

う

帝て
い

の
勢せ

い

力り
ょ
くが
強つ

よ

い
時と

き

は
独ど

く

裁さ
い

が
続つ

づ

い
て
、
暴ぼ

う

政せ
い

圧あ
っ

政せ
い

に
民み

ん

意い

が
離り

反は
ん

し
、
つ
い
に
は
反は

ん

乱ら
ん

が
起お

こ
っ
て
、
易え

き

姓せ
い

革か
く

命め
い

に
つ
な
が
る
。
天て

ん

命め
い

思し

想そ
う

は
こ
の
よ
う
な
独ど

く

裁さ
い

と
易え

き

姓せ
い

革か
く

命め
い

の
戦せ

ん

乱ら
ん

を
生う

み
出だ

す
毒ど

く

を
も
っ
て
い
る
。

１
．
先せ

ん

祖ぞ

返が
え

り
す
る
中ち

ゅ
う華か

人じ
ん

民み
ん

共き
ょ
う和わ

国こ
く

　

天て
ん

命め
い

思し

想そ
う

と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
の
が
「
中

ち
ゅ
う

華か

思し

想そ
う

」
で

あ
る
。「
天て

ん

」
は
「
天て

ん

下か

」
を
治お

さ

め
る
た
め
に
、
天て

ん

子し

に
天て

ん

命め
い

を
下く

だ

す
。
こ
の
「
天て

ん

下か

」
と
は
文も

字じ

通ど
お

り
、
人に

ん

間げ
ん

世せ

界か
い

す
べ
て

を
意い

味み

す
る
。

　
『
詩し

経き
ょ
う』『
荀

じ
ゅ
ん

子し

』『
韓か

ん

非ぴ

子し

』『
呂ろ

氏し

春し
ゅ
ん

秋じ
ゅ
う』
な
ど
の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

古こ

典て
ん

に
度た

び

々た
び

出で

て
く
る
有ゆ

う

名め
い

な
言こ

と

葉ば

が
あ
る
。「
普ふ

天て
ん

の

下も
と

、
王お

う

土ど

に
非あ

ら

ざ
る
は
莫な

く
、
率そ

っ

土ど

の
浜ひ

ん

、
王お

う

臣し
ん

に
非あ

ら

ざ
る

は
莫な

し
」（
天て

ん

下か

の
も
の
全す

べ

て
、
帝て

い

王お
う

の
領

り
ょ
う

土ど

で
な
い
も
の
は

な
く
、
国く

に

の
は
て
ま
で
、
帝て

い

王お
う

の
家け

来ら
い

で
な
い
も
の
は
い
な
い
）

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

中
ち
ゅ
う

国ご
く

の
知ち

識し
き

人じ
ん

な
ら
誰だ

れ

で
も
知し

っ
て
い
る
こ
の
十

じ
ゅ
う

六ろ
く

文も

字じ

の

漢か
ん

文ぶ
ん

（
普
天
之
下
、
莫
非
王
土
、
率
土
之
浜
、
莫
非
王
臣
）

に
こ
そ
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

伝で
ん

来ら
い

の
世せ

界か
い

観か
ん

が
凝

ぎ
ょ
う

縮し
ゅ
くさ
れ
て
い
る
。
い
わ

ゆ
る
中

ち
ゅ
う

華か

思し

想そ
う

と
は
、ま
さ
に
そ
う
い
う
も
の
で
あ
る
。[

１
， 

２
３
８]

　
し
か
し
、
等ひ

と

し
く
天て

ん

下か

の
民た

み

と
言い

っ
て
も
、
平

び
ょ
う

等ど
う

で
は
な
い
。

自じ

分ぶ
ん

た
ち
漢か

ん

民み
ん

族ぞ
く

こ
そ
が
世せ

界か
い

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

で
あ
り
、
唯ゆ

い

一い
つ

最さ
い

高こ
う

の
中

ち
ゅ
う

華か

文ぶ
ん

明め
い

を
持も

ち
、
そ
の
周

し
ゅ
う

囲い

の
異い

民み
ん

族ぞ
く

は
す
べ
て
文ぶ

ん

明め
い

に

浴よ
く

し
て
い
な
い
野や

蛮ば
ん

人じ
ん

と
見み

な
し
た
。
そ
れ
を
「
東と

う

夷い

・
西せ

い

戎じ
ゅ
う・
南な

ん

蛮ば
ん

・
北ほ

く

狄て
き

」
と
呼よ

ん
だ
が
、
夷い

、
戎じ

ゅ
う、
蛮ば

ん

、
狄て

き

の
語ご

源げ
ん

は
獣け

も
のや
虫む

し

を
意い

味み

す
る
。

　
こ
れ
ら
ま
だ
中

ち
ゅ
う

華か

文ぶ
ん

明め
い

の
「
教

き
ょ
う

化か

」
に
浴よ

く

し
て
い
な
い
「
化か

外が
い

の
民た

み

」
を
文ぶ

ん

明め
い

化か

し
て
い
く
こ
と
は
天て

ん

子し

の
役や

く

割わ
り

で
あ
り
、

「
天て

ん

命め
い

」
の
一い

ち

部ぶ

で
あ
る
と
考か

ん
が
え
ら
れ
た
。

　
こ
の
中

ち
ゅ
う

華か

思し

想そ
う

も
、
現げ

ん

代だ
い

の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

政せ
い

府ふ

の
言げ

ん

動ど
う

に

よ
く
表あ

ら
われ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
中

ち
ゅ
う

華か

民み
ん

族ぞ
く

」
と
い
う
用よ

う

語ご

。

こ
れ
は
漢か

ん

民み
ん

族ぞ
く

に
、
モ
ン
ゴ
ル
、
チ
ベ
ッ
ト
、
ウ
イ
グ
ル
、
そ

の
他ほ

か

の
す
べ
て
の
少

し
ょ
う

数す
う

民み
ん

族ぞ
く

を
総そ

う

称し
ょ
うし
た
言こ

と

葉ば

で
あ
る
。

　

言げ
ん

語ご

も
生せ

い

活か
つ

様よ
う

式し
き

も
異こ

と

な
る
異い

民み
ん

族ぞ
く

を
「
中

ち
ゅ
う

華か

民み
ん

族ぞ
く

」
と

し
て
ひ
と
く
く
り
に
す
る
考か

ん
が
え
方か

た

自じ

体た
い

が
、
文ぶ

ん

化か

人じ
ん

類る
い

学が
く

な

ど
の
現げ

ん

代だ
い

的て
き

学が
く

問も
ん

を
完か

ん

全ぜ
ん

に
無む

視し

し
て
い
る
。そ
の
根こ

ん

底て
い

に
は
、

周し
ゅ
う

辺へ
ん

諸し
ょ

民み
ん

族ぞ
く

も
漢か

ん

民み
ん

族ぞ
く

の
統と

う

治ち

に
服ふ

く

し
て
、
一ひ

と
つ
の
統と

う

一い
つ

国こ
っ

家か

に
属ぞ

く

す
る
べ
き
と
い
う
中

ち
ゅ
う

華か

思し

想そ
う

が
あ
る
。

　
こ
れ
は
各か

く

民み
ん

族ぞ
く

が
自じ

前ま
え

の
国こ

っ

家か

を
持も

つ
こ
と
が
良よ

い
と
す
る

「
民み

ん

族ぞ
く

国こ
っ

家か

」
の
理り

想そ
う

を
ま
っ
た
く
無む

視し

し
た
考か

ん
が
え
方か

た

で
あ
る
。

こ
の
中

ち
ゅ
う

華か

思し

想そ
う

ゆ
え
に
、
チ
ベッ
ト
や
ウ
イ
グ
ル
な
ど
を
武ぶ

力
り
ょ
く

で
占せ

ん

領り
ょ
うし
て
も
何な

ん

の
罪ざ

い

悪あ
く

感か
ん

も
感か

ん

じ
な
い
。
こ
の
思し

想そ
う

は
、
南

み
な
み

シ
ナ
海か

い

を
占せ

ん

拠き
ょ

し
た
り
、
尖せ

ん

閣か
く

諸し
ょ

島と
う

の
み
な
ら
ず
沖お

き

縄な
わ

ま
で

も
狙ね

ら

お
う
と
す
る
現げ

ん

代だ
い

中ち
ゅ
う

国ご
く

の
侵し

ん

略り
ゃ
く

性せ
い

を
助じ

ょ

長ち
ょ
うし
て
い
る
。

　

し
か
も
各か

く

民み
ん

族ぞ
く

の
文ぶ

ん

化か

を
相そ

う

互ご

に
尊そ

ん

重ち
ょ
うす
べ
し
と
い
う
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

の
常

じ
ょ
う

識し
き

を
も
無む

視し

し
て
い
る
の
で
、
チ
ベ
ッ
ト
の
僧そ

う

院い
ん

を
破は

壊か
い

し
た
り
、
漢か

ん

民み
ん

族ぞ
く

の
大た

い

量り
ょ
う

移い

住じ
ゅ
うな
ど
も
平へ

い

気き

で
す
る
。

　

海か
い

外が
い

に
移い

民み
ん

し
て
も
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

は
現げ

ん

地ち

の
文ぶ

ん

化か

な
ど
尊そ

ん

重
ち
ょ
う

せ
ず
、
自じ

分ぶ
ん

た
ち
だ
け
の
コ
ロ
ニ
ー
を
作つ

く

っ
て
生せ

い

活か
つ

す
る
傾け

い

向こ
う

が
強つ

よ

い
の
も
、
こ
の
中

ち
ゅ
う

華か

思し

想そ
う

の
表あ

ら
われ
だ
ろ
う
。

　

我わ
れ

々わ
れ

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
祖そ

先せ
ん

は
、
古こ

代だ
い

か
ら
中

ち
ゅ
う

華か

文ぶ
ん

明め
い

に
多お

お

く
を

学ま
な

ん
で
き
た
が
、
同ど

う

時じ

に
こ
の
天て

ん

命め
い

思し

想そ
う

と
中

ち
ゅ
う

華か

思し

想そ
う

を
い
か

に
排は

い

斥せ
き

す
る
か
に
苦く

心し
ん

し
て
き
た
。
そ
れ
も
当と

う

然ぜ
ん

だ
ろ
う
。
こ

の
セ
ッ
ト
を
受う

け
入い

れ
た
ら
、日に

本ほ
ん

は
「
化か

外が
い

の
地ち

」
と
し
て
、

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎

まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少
すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえる
よう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を
読

よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事
を紹

しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．「
天て

ん

」の
代だ

い

理り

人に
ん

と
し
て
の「
天て

ん

子し

」

（３） ２０１８年第５００６号 	 ５月	２６日	（土曜日）

６
．「
皇こ

う

国こ
く

思し

想そ
う

」の
効こ

う

用よ
う

３
．
独ど

く

裁さ
い

と
戦せ

ん

乱ら
ん

の
サ
イ
ク
ル

４
．
漢か

ん

民み
ん

族ぞ
く

こ
そ
が
世せ

界か
い

の
中ち

ゅ
う

心し
ん

　
で
あ
り
、
唯ゆ

い

一い
つ

最さ
い

高こ
う

の
中ち

ゅ
う

華か

文ぶ
ん

明め
い

　

我わ

が
先せ

ん

人じ
ん

た
ち
は
、
い
か
に
し
て
独ど

く

立り
つ

し
た
平へ

い

和わ

な
国く

に

を
築き

ず

い
て
き
た
の
か
？

７
．
中ち

ゅ
う

華か

思し

想そ
う

を
打う

ち
砕く

だ

い
た

　
　

聖し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

の
国こ

く

書し
ょ

中ち
ゅ
う

国ご
く

皇こ
う

帝て
い

を
仰あ

お

ぎ
、
そ
の
「
教

き
ょ
う

化か

」
を
受う

け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
誇ほ

こ

り
高た

か

き
我わ

が
先せ

ん

人じ
ん

た
ち
は
、
そ
の
よ
う
な
道み

ち

を
選え

ら

び
は
し
な
か
っ
た
。

　

天て
ん

命め
い

思し

想そ
う

・
中

ち
ゅ
う

華か

思し

想そ
う

を
排は

い

除じ
ょ

す
る
た
め
の
思し

想そ
う

は
、
日に

本ほ
ん

神し
ん

話わ

の
中な

か

に
あ
っ
た
。
こ
の
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

は
イ
ザ
ナ
ギ
と
イ
ザ

ナ
ミ
の
二ふ

た

柱は
し
らの
神か

み

が
産う

み
、
そ
の
子こ

で
あ
る
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お
み

神か
み

が
、

そ
の
孫ま

ご

に
あ
た
る
ニ
ニ
ギ
の
命み

こ
とに
、「
天あ

ま

下く
だ
っ
て
統と

う

治ち

せ
よ
」
と

神し
ん

勅ち
ょ
くを
与あ

た

え
た
。
そ
の
子し

孫そ
ん

た
る
皇こ

う

室し
つ

が
、
代だ

い

々だ
い

、
神し

ん

勅ち
ょ
くを

受う

け
て
、
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

を
統と

う

治ち

す
る
、
と
い
う
の
が
「
皇こ

う

国こ
く

思し

想そ
う

」
で
あ
る
。

　
「
天て

ん

命め
い

」
な
ど
と
い
う
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
確か

く

認に
ん

の
し
よ
う

の
な
い
も
の
と
違ち

が

っ
て
、
皇こ

う

室し
つ

は
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お
み

神か
み

の
子し

孫そ
ん

で
あ
る

か
ら
、「
血ち

筋す
じ

」
と
い
う
客

き
ゃ
く

観か
ん

的て
き

な
事じ

実じ
つ

に
基も

と

づ
く
。
し
た
が
っ

て
、
そ
の
血ち

筋す
じ

を
持も

た
な
い
野や

心し
ん

家か

が
、
支し

配は
い

者し
ゃ

に
な
ろ
う

と
し
て
も
で
き
な
い
。
こ
れ
は
反は

ん

乱ら
ん

や
革か

く

命め
い

を
あ
ら
か
じ
め
牽け

ん

制せ
い

す
る
効こ

う

果か

を
持も

つ
。
姓せ

い

を
持も

た
な
い
皇こ

う

室し
つ

に
は
易え

き

姓せ
い

革か
く

命め
い

は
無む

縁え
ん

で
あ
っ
た
。

　

古こ

代だ
い

、
中

ち
ゅ
う

世せ
い

に
は
、
壬じ

ん

申し
ん

の
乱ら

ん

や
南な

ん

北ぼ
く

朝ち
ょ
うの
乱ら

ん

の
よ
う
に
、

皇こ
う

族ぞ
く

ど
う
し
が
皇こ

う

位い

を
争あ

ら
そ
う
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
や
が

て
天て

ん

皇の
う

に
指し

名め
い

さ
れ
た
為い

政せ
い

者し
ゃ

が
権け

ん

力り
ょ
くを
用も

ち

い
、
皇こ

う

室し
つ

は
権け

ん

威い

の
み
を
持も

つ
「
権け

ん

力り
ょ
くと
権け

ん

威い

の
分ぶ

ん

離り

」
と
い
う
仕し

組く

み
が
定て

い

着ち
ゃ
くし
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
独ど

く

裁さ
い

者し
ゃ

に
対た

い

し
て
は
あ
る
程て

い

度ど

の
牽け

ん

制せ
い

が
な
さ
れ
、
か
つ
権け

ん

力り
ょ
く

者し
ゃ

交こ
う

替た
い

に
伴と

も
な
う
戦せ

ん

乱ら
ん

も
皇こ

う

室し
つ

の
裁さ

い

定て
い

に
よ
り
、
相そ

う

当と
う

程て
い

度ど

緩か
ん

和わ

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
う
し
て
わ
が
国く

に

は
天て

ん

命め
い

思し

想そ
う

の
生う

む
独ど

く

裁さ
い

と
戦せ

ん

乱ら
ん

と
い

う
毒ど

く

を
、
皇こ

う

国こ
く

思し

想そ
う

に
よ
っ
て
排は

い

除じ
ょ

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
る
。

　

国こ
っ

境き
ょ
うや
民み

ん

族ぞ
く

と
い
う
概が

い

念ね
ん

を
無む

視し

す
る
中

ち
ゅ
う

華か

思し

想そ
う

の
毒ど

く

に

対た
い

し
て
も
、皇こ

う

国こ
く

思し

想そ
う

は
効こ

う

用よ
う

を
持も

っ
て
い
た
よ
う
に
見み

え
る
。

皇こ
う

室し
つ

の
先せ

ん

祖ぞ

神が
み

が
産う

ん
だ
の
は
「
大お

お

八や

洲し
ま

」、
す
な
わ
ち
日に

本ほ
ん

列れ
っ

島と
う

で
あ
る
。
海う

み

の
外そ

と

に
つ
い
て
は
、
古こ

事じ

記き

、
日に

本ほ
ん

書し
ょ

紀き

で

は
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

半は
ん

島と
う

な
ど
に
関か

ん

し
て
多た

少し
ょ
うの
記き

述じ
ゅ
つは
あ
る
も
の
の
、
あ

く
ま
で
外が

い

国こ
く

と
し
て
描え

が

か
れ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
皇こ

う

国こ
く

思し

想そ
う

は
国こ

っ

境き
ょ
うの
概が

い

念ね
ん

を
持も

ち
、
そ
の
国こ

っ

境き
ょ
う

内な
い

で
は
独ど

く

立り
つ

し
た
、
か
つ
統と

う

一い
つ
さ
れ
た
主し

ゅ

権け
ん

国こ
っ

家か

の
存そ

ん

在ざ
い

を
前ぜ

ん

提て
い

と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
現げ

ん

代だ
い

の
国こ

く

際さ
い

社し
ゃ

会か
い

が
前ぜ

ん

提て
い

と
し

て
い
る
主し

ゅ

権け
ん

国こ
っ

家か

の
考か

ん
が
え
方か

た

と
き
わ
め
て
親し

ん

和わ

性せ
い

が
高た

か

い
。
そ

し
て
、
中

ち
ゅ
う

華か

思し

想そ
う

の
持も

つ
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
な
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム

と
い
う
毒ど

く

を
排は

い

除じ
ょ

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

皇こ
う

国こ
く

思し

想そ
う

と
と
も
に
、
我わ

が
先せ

ん

人じ
ん

た
ち
が
脱だ

つ

中ち
ゅ
う

華か

の
た
め

に
活か

つ

用よ
う

し
た
の
が
仏ぶ

っ

教き
ょ
うだ
っ
た
こ
と
を
、
石せ

き

平へ
い

氏し

は
鮮あ

ざ

や
か
に

解と

き
明あ

か
し
て
い
る
。
仏ぶ

っ

教き
ょ
う

導ど
う

入に
ゅ
うの
中

ち
ゅ
う

心し
ん

人じ
ん

物ぶ
つ

は
聖

し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

で
あ
り
、
太た

い

子し

が
隋ず

い

の
皇こ

う

帝て
い

と
交か

わ
し
た
国こ

く

書し
ょ

に
そ
の
片へ

ん

鱗り
ん

が
窺う

か
がわ
れ
る
。

　

そ
の
国こ

く

書し
ょ

の
書か

き
出だ

し
は
「
日ひ

出い

ず
る
処と

こ
ろの
天て

ん

子し

、
書し

ょ

を

日ひ

没ぼ
っ

す
る
と
こ
ろ
の
天て

ん

子し

に
致い

た

す
、
恙つ

つ
が
な
き
や
」
で
あ
っ
た
。

こ
の
書し

ょ

は
日に

本ほ
ん

に
も
対た

い

等と
う

の
天て

ん

子し

が
い
る
こ
と
を
前ぜ

ん

提て
い

と
し

て
お
り
、
天て

ん

子し

は
世せ

界か
い

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
一ひ

と

人り

し
か
い
な
い
、
と
す
る

中ち
ゅ
う

華か

思し

想そ
う

を
完か

ん

全ぜ
ん

に
否ひ

定て
い

し
て
い
る
。
そ
の
挑

ち
ょ
う

戦せ
ん

的て
き

な
言げ

ん

辞じ

を
「
恙つ

つ
がな
き
や
」
と
、
い
か
に
も
親し

た

し
げ
に
結む

す

ん
で
い
る
の
は
、

８
．「
脱だ

つ

中ち
ゅ
う
華か

」の
志

こ
こ
ろ
ざ
しの
継け

い

承し
ょ
う

５
．
中ち

ゅ
う華か

思し

想そ
う
が
侵し

ん

略り
ゃ
くを
助じ

ょ

長ち
ょ
うし
て
い
る

巧た
く

み
な
外が

い

交こ
う

セ
ン
ス
で
あ
る
。

　

国こ
く

書し
ょ

を
受う

け
取と

っ
た
煬よ

う

帝だ
い

は
「
蛮ば

ん

夷い

の
書し

ょ

、
無ぶ

礼れ
い

な
る
者も

の

あ
り
」
と
怒お

こ
っ
た
と
伝つ

た

え
ら
れ
て
い
る
が
、
当と

う

時じ

、
隋ず

い

は
高こ

う

句く

麗り

と
戦

た
た
か
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
日に

本ほ
ん

を
敵て

き

に
回ま

わ

す
余よ

裕ゆ
う

は
な
か
っ

た
。
煬よ

う

帝だ
い

は
「
皇こ

う

帝て
い

か
ら
倭わ

皇こ
う

に
挨あ

い

拶さ
つ

を
送お

く

る
」
と
唯ゆ

い

一い
つ
の

皇こ
う

帝て
い

の
存そ

ん

在ざ
い

を
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
な
が
ら
も
、「
倭わ

皇こ
う

」
と
部ぶ

分ぶ
ん

的て
き

に
持も

ち
上あ

げ
る
国こ

く

書し
ょ

を
送お

く

ら
ざ
る
を
得え

な
か
っ
た
。[

ａ]

　

ま
た
国こ

く

書し
ょ

を
持じ

参さ
ん

し
た
使し

節せ
つ

の
小お

の

野の

妹い
も

子こ

が
述の

べ
た
冒ぼ

う

頭と
う

の
挨あ

い

拶さ
つ

は
、「
海か

い

西さ
い

の
菩ぼ

薩さ
つ

天て
ん

子し

重か
さ

ね
て
仏ぶ

っ

法ぽ
う

を
興お

こ

す
と
聞き

く
。

故ゆ
え

に
使つ

か

い
を
遣つ

か

わ
し
て
朝

ち
ょ
う

拝は
い

せ
し
め
た
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

「
海か

い

西さ
い

」
と
い
う
言こ

と

葉ば

は
、
日に

本ほ
ん

か
ら
見み

て
「
海う

み

の
西に

し

」
と

い
う
言こ

と

葉ば

で
、
こ
れ
も
中

ち
ゅ
う

国ご
く

が
世せ

界か
い

の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

だ
と
い
う
中

ち
ゅ
う

華か

思し

想そ
う

を
無む

視し

し
た
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

で
あ
る
。

　
「
菩ぼ

薩さ
つ

天て
ん

子し

」
と
い
い
「
仏ぶ

っ

法ぽ
う

を
興お

こ

す
」
と
い
う
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

も
、

中ち
ゅ
う

華か

文ぶ
ん

明め
い

の
上う

え

に
イ
ン
ド
で
生う

ま
れ
た
仏ぶ

っ

教き
ょ
うを
置お

き
、
我わ

れ

々わ
れ

は
そ
れ
を
学ま

な

び
に
来き

た
、
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
ま
た
中

ち
ゅ
う

華か

文ぶ
ん

明め
い

が
世せ

界か
い

最さ
い

高こ
う

の
も
の
だ
と
い
う
中

ち
ゅ
う

華か

思し

想そ
う

を
全ぜ

ん

否ひ

定て
い

し
て
い

る
。

　

石せ
き

平へ
い

氏し

は
、
こ
の
口こ

う

上じ
ょ
うの
背は

い

後ご

に
隠か

く

さ
れ
た
大や

ま
と和
朝ち

ょ
う

廷て
い

の

対た
い

中ち
ゅ
う

国ご
く

戦せ
ん

略り
ゃ
く

思し

考こ
う

を
次つ

ぎ

の
よ
う
に
解と

き
明あ

か
す
。

　

そ
れ
は
、
普ふ

遍へ
ん

性せ
い

の
あ
る
仏ぶ

っ

教き
ょ
うと
い
う
世せ

界か
い

宗し
ゅ
う

教き
ょ
うの
な
か

に
身み

を
置お

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

文ぶ
ん

明め
い

な
ら
び
に
中

ち
ゅ
う

華か

王お
う

朝ち
ょ
うの
権け

ん

威い

を
相そ

う

対た
い

化か

し
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

と
対た

い

等と
う

な
外が

い

交こ
う

関か
ん

係け
い

を
確か

く

立り
つ

し
て
い
く
、
と
い
う
も
の
だ
。[

１
， 

５
２
３]

　

石せ
き

平へ
い

氏し

の
著ち

ょ

書し
ょ

は
、
こ
の
よ
う
な
「
脱だ

つ

中ち
ゅ
う

華か

」、
す
な
わ

ち
政せ

い

治じ

的て
き

、
思し

想そ
う

的て
き

な
独ど

く

立り
つ

に
向む

け
て
、
我わ

れ

々わ
れ

の
先せ

ん

人じ
ん

が
ど

の
よ
う
に
取と

り
組く

ん
で
き
た
か
、
古こ

代だ
い

か
ら
明め

い

治じ

維い

新し
ん

ま
で

概が
い

観か
ん

し
た
名め

い

著ち
ょ

で
あ
る
。

　

冒ぼ
う

頭と
う

で
述の

べ
た
よ
う
に
、
習

し
ゅ
う

近き
ん

平ぺ
い

政せ
い

権け
ん

は
天て

ん

命め
い

思し

想そ
う

と
中

ち
ゅ
う

華か

思し

想そ
う

に
先せ

ん

祖ぞ

返が
え

り
し
つ
つ
あ
る
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

が
強

き
ょ
う

大だ
い

な
経け

い

済ざ
い

力
り
ょ
く

と
、
近き

ん

代だ
い

的て
き

な
軍ぐ

ん

事じ

力り
ょ
くを
備そ

な

え
た
今い

ま

、
そ
の
毒ど

く

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

国こ
く

内な
い

の
み
な
ら
ず
、
台た

い

湾わ
ん

や
東と

う

南な
ん

ア
ジ
ア
、
チ
ベ
ッ
ト
、
ウ
イ
グ
ル

な
ど
の
周

し
ゅ
う

辺へ
ん

諸し
ょ

国こ
く

、そ
し
て
世せ

界か
い

全ぜ
ん

体た
い

に
拡か

く

散さ
ん

さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

そ
の
毒ど

く

か
ら
、
我わ

れ

々わ
れ

自じ

身し
ん

、
周

し
ゅ
う

辺へ
ん

国こ
く

民み
ん

、
地ち

球き
ゅ
う

全ぜ
ん

体た
い

、
さ

ら
に
は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

民み
ん

自じ

体た
い

を
守ま

も

る
た
め
に
も
、
我わ

れ

々わ
れ

の
先せ

ん

人じ
ん

の

独ど
く

立り
つ

と
平へ

い

和わ

へ
の
志

こ
こ
ろ
ざ
しを
継け

い

承し
ょ
うし
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

                                        　
（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

ａ
． 

Ｊ
Ｏ
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４
６
８) 

日ひ

出い

づ
る
国く

に

の
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衛え
い

戦せ
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略
り
ゃ
く
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伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
世せ

界か
い

が

称し
ょ
う

賛さ
ん

す
る 

日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
知し

ら

な
い
日に

本ほ
ん

』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、
Ｈ

２
８

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】（
１
）石せ

き

平へ
い『
な

ぜ
日に

本ほ
ん

だ
け
が
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
呪じ

ゅ

縛ば
く

か
ら
逃の

が

れ
ら
れ
た
の
か 

「
脱だ

つ

中ち
ゅ
う

華か

」
の
日に

本ほ
ん

思し

想そ
う

史し

』、

Ｐ
Ｈ
Ｐ
新し

ん

書し
ょ

、
Ｈ
３
０
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国こ
く

に
研け

ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

建け
ん

設せ
つ

用よ
う

地ち

の
提て

い

供き
ょ
うを
申も

う

し
出で

た
が
、
両

り
ょ
う

国こ
く

は

す
で
に
市し

内な
い

に
文ぶ

ん

化か

セ
ン
タ

ー
を
有ゆ

う

し
て
い
た
こ
と
か
ら

断こ
と
わ

っ
た
。
松ま

つ

原ば
ら

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
「
歴れ

き

史し

を
知し

ら
な
い
人ひ

と

が
学が

く

内な
い

で

日に

本ほ
ん

だ
け
優ゆ

う

遇ぐ
う

さ
れ
て
い
る

と
言い

う
が
、
そ
う
で
は
な
い
。

そ
れ
に
会か

い

館か
ん

は
、
日に

本ほ
ん

政せ
い

府ふ

　

今こ

年と
し

、
サ
ン
パ
ウ
ロ
大だ

い

学が
く

の
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

研け
ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

（
菊き

く

池ち

渡わ
た
る

所し
ょ

長ち
ょ
う）
が
開か

い

所し
ょ

か
ら

５
０
年ね

ん

と
い
う
記き

念ね
ん

す
べ
き
節ふ

し

目め

を
迎む

か

え
た
。
か
つ
て
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

科か

の
学が

く

生せ
い

の
大た

い

半は
ん

が

日に
っ

系け
い

人じ
ん

だ
っ
た
が
、
今い

ま

で
は
８
割わ

り

が
非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

。
多お

お

く
の
学が

く

生せ
い

が
日に

本ほ
ん

語ご

科か

を
専せ

ん

攻こ
う

す

る
一い

っ

方ぽ
う

で
、
半は

ん

数す
う

は
日に

本ほ
ん

語ご

が
読よ

め
な
い
時じ

代だ
い

に
な
っ
た
。
そ
ん
な
時じ

世せ
い

と
と
も
「
原げ

ん

典て
ん

主し
ゅ

義ぎ

」
か
ら
離は

な

れ
る
な
ど
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
日に

本ほ
ん

研け
ん

究き
ゅ
うの
拠き

ょ

点て
ん

が
新あ

た
ら
し
い
地ち

平へ
い

に
向む

か

い
始は

じ

め
て
い
る
様よ

う

子す

を
取し

ゅ

材ざ
い

し
た
。

や
コ
ロ
ニ
ア
か
ら
資し

金き
ん

を
集あ

つ

め
て
建た

て
た
も
の
」
と
自じ

力り
き

で
建け

ん

設せ
つ

さ
れ
た
こ
と
を
強

き
ょ
う

調
ち
ょ
う

し
た
。
今い

ま

で
は
そ
の
よ
う
な

歴れ
き

史し

も
「
知し

る
人ひ

と

ぞ
知し

る
」

の
状

じ
ょ
う

態た
い

だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

日に

本ほ
ん

語ご

科か

開か
い

設せ
つ

当と
う

初し
ょ

、
専せ

ん

攻こ
う

す
る
の
は
日に

っ

系け
い

二に

世せ
い

の
女じ

ょ

伝で
ん

『
鈴す

ず

木き

悌て
い

一い
ち』（
鈴す

ず

木き

正ま
さ

威た
け

著ち
ょ

、
２
０
０
７
年ね

ん

、
サ
ン
パ

ウ
ロ
人じ

ん

文ぶ
ん

科か

学が
く

研け
ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

）
に

は
「
１
年ね

ん

生せ
い

入に
ゅ
う

学が
く

時じ

に
は

３
０
人に

ん

い
た
学が

く

生せ
い

が
、
卒そ

つ

業
ぎ
ょ
う

時じ

に
は
５
～
６
人に

ん

し
か
い
な

か
っ
た
こ
と
も
」
と
記し

る

さ
れ
て

い
る
。

　

同ど
う

所し
ょ

研け
ん

究き
ゅ
う

員い
ん

の
松ま

つ

原ば
ら

礼れ
い

子こ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
「
今い

ま

は
『
原げ

ん

典て
ん

主し
ゅ

義ぎ

』
か
ら
程ほ

ど

遠と
お

い
。
学が

く

生せ
い

の

半は
ん

分ぶ
ん

ほ
ど
は
英え

い

語ご

や
ポ
ル
ト

ガ
ル
語ご

か
ら
日に

本ほ
ん

の
こ
と
を

学ま
な

ん
で
い
る
」
と
話は

な

す
。
現げ

ん

在ざ
い

、
日に

本ほ
ん

語ご

科か

を
専せ

ん

攻こ
う

す
る

学が
く

生せ
い

は
約や

く

２
０
０
人に

ん

で
、
そ

の
８
割わ

り

は
非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

。「
日に

本ほ
ん

語ご

の
文ぶ

ん

献け
ん

だ
け
で
指し

導ど
う

し

た
ら
学が

く

生せ
い

た
ち
が
つ
い
て
こ
れ

な
い
」
と
話は

な

す
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、「
原げ

ん

文ぶ
ん

か
ら
学ま

な

ぶ
こ

と
が
理り

想そ
う

だ
け
れ
ど
、
最さ

い

近き
ん

は
他た

言げ
ん

語ご

の
文ぶ

ん

献け
ん

も
充

じ
ゅ
う

実じ
つ

し

て
い
る
。
日に

本ほ
ん

語ご

が
で
き
な

く
て
も
、
日に

本ほ
ん

が
大だ

い

好す

き
で

目め

を
輝か

が
や
か
せ
て
学ま

な

ん
で
い
る

非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

の
学が

く

生せ
い

た
ち
が
い

る
。
彼か

れ

ら
な
り
の
や
り
か
た

で
研け

ん

究き
ゅ
うに
燃も

え
て
く
れ
れ
ば

い
い
。
日に

本ほ
ん

語ご

力り
ょ
くだ
け
で
学が

く

生せ
い

を
評

ひ
ょ
う

価か

す
る
こ
と
は
な
い
」

と
の
方ほ

う

針し
ん

を
話は

な

し
た
。

　

松ま
つ

原ば
ら

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
同ど

う

所し
ょ

の
目も

く

標ひ
ょ
うと
し
て
大だ

い

学が
く

院い
ん

に
博は

く

士し

課か

程て
い

を
設も

う

け
る
こ
と
を
挙あ

げ
た
。

今い
ま

は
修

し
ゅ
う

士し

課か

程て
い

し
か
な
い
こ

と
か
ら
、
学が

く

内な
い

か
ら
修

し
ゅ
う

士し

課か

程て
い

や
日に

本ほ
ん

語ご

科か

の
廃は

い

統と
う

合ご
う

が

提て
い

案あ
ん

さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

「
他た

言げ
ん

語ご

科か

と
統と

う

合ご
う

し
た
ら

効こ
う

率り
つ

的て
き

で
は
な
い
か
と
言い

わ

れ
た
が
、
と
ん
で
も
な
い
。

最さ
い

高こ
う

学が
く

府ふ

か
ら
日に

本ほ
ん

を
研け

ん

究
き
ゅ
う

す
る
場ば

を
無な

く
す
と
い
う
こ

と
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る

学が
く

術じ
ゅ
つ

的て
き

な
日に

本ほ
ん

の
地ち

位い

を
下さ

げ
る
こ
と
に
な
る
。
一い

ち

度ど

失
う
し
な

っ
た
も
の
は
取と

り
戻も

ど

せ
な
い
」。

　

こ
こ
で
学ま

な

ん
だ
学が

く

生せ
い

の
ほ

　

マ
ル
シ
オ
・
フ
ラ
ン
サ
聖せ

い

州し
ゅ
う

知ち

事じ

は
１
６
日に

ち

夕ゆ
う

方が
た

、
州

し
ゅ
う

政せ
い

庁ち
ょ
うバ
ン
デ
イ
ラ
ン
テ
ス
宮

き
ゅ
う

で
主し

ゅ

要よ
う

日に
っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

代だ
い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

か
ら
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

の
招

し
ょ
う

待た
い

状じ
ょ
うを
受う

け

取と

り
、
出

し
ゅ
っ

席せ
き

を
約や

く

束そ
く

し
た
。

加く
わ

え
て
、
ル
ア
ネ
ー
法ほ

う

で

１
０
０
万ま

ん

レ
ア
ル
を
財ざ

い

政せ
い

支し

援え
ん

す
る
可か

能の
う

性せ
い

に
つ
い
て
検け

ん

討と
う

す
る
と
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た
。

　

予よ

定て
い

よ
り
１
時じ

間か
ん

４
０
分ぷ

ん

遅お
く

れ
で
会か

い

合ご
う

に
顔か

お

を
出だ

し
た

フ
ラ
ン
サ
州

し
ゅ
う

知ち

事じ

は
、「（
記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

に
）必か

な
ら

ず
出

し
ゅ
っ

席せ
き

す
る
」

と
約や

く

束そ
く

。「
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

に
繋つ

な

が
る
全す

べ

て
の
も
の
は
優す

ぐ

れ
て

お
り
、
平へ

い

穏お
ん

で
あ
る
こ
と
と

同ど
う

義ぎ

だ
。
聖せ

い

州し
ゅ
うは
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

を
受う

け
入い

れ
、
多お

お

く
の
日に

っ

系け
い

人じ
ん

を
抱か

か

え
る
こ
と
を
誇ほ

こ

り

に
思お

も

っ
て
い
る
」
と
手て

放ば
な

し

で
賞

し
ょ
う

賛さ
ん

。

　

さ
ら
に
文ぶ

ん

協き
ょ
う

文ぶ
ん

化か

ホ
ー
ル

と
ん
ど
が
卒そ

つ

業ぎ
ょ
うし
て
企き

業ぎ
ょ
うで

働は
た
らく
か
公こ

う

務む

員い
ん

に
な
り
、
日に

本ほ
ん

研け
ん

究き
ゅ
う

者し
ゃ

や
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

に
な
る
の
は
一ひ

と

握に
ぎ

り
。
同ど

う

教
き
ょ
う

授じ
ゅ

は
「
博は

く

士し

課か

程て
い

が
で
き
れ

ば
研け

ん

究き
ゅ
うの
場ば

が
増ふ

え
、
相そ

う

対た
い

的て
き

に
研け

ん

究き
ゅ
う

対た
い

象し
ょ
うと
し
て
の
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

が
盛も

り
上あ

が
る
は
ず
」

と
期き

待た
い

を
寄よ

せ
、「
そ
の
た
め

建け
ん

設せ
つ

に
７
０
万ま

ん

レ
、
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
開か

い

催さ
い

に
３
０
万ま

ん

レ
を
支し

援え
ん

す
る
可か

能の
う

性せ
い

を
示し

唆さ

し
た
。

　

日に
っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

か
ら
は
、
呉ご

屋や

春は
る

美み

文ぶ
ん

協き
ょ
う

会か
い

長ち
ょ
う、
与よ

儀ぎ

昭あ
き

雄お

援え
ん

協き
ょ
う

会か
い

長ち
ょ
う、
島し

ま

袋ぶ
く
ろ

栄え
い

喜き

県け
ん

連れ
ん

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う、
菊き

く

地ち

義よ
し

治は
る

ブ
ラ

ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う、
大お

お

城き

幸ゆ
き

雄お

日に
っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

連れ
ん

盟め
い

会か
い

長ち
ょ
う、
福ふ

く

原は
ら

カ

ル
ロ
ス
文ぶ

ん

協き
ょ
う

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う、
野の

口ぐ
ち

泰や
す
し

在ざ
い

聖せ
い

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協
き
ょ
う

会か
い

（
与よ

儀ぎ

昭あ
き

雄お

会か
い

長ち
ょ
う）は
『
５

月が
つ

度ど

定て
い

例れ
い

役や
く

員い
ん

会か
い

』
を
、

２
４
日か

午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

半は
ん

か
ら

援え
ん

協き
ょ
う

本ほ
ん

部ぶ

ビ
ル
で
開か

い

催さ
い

し

た
。

　

冒ぼ
う

頭と
う

、
与よ

儀ぎ

会か
い

長ち
ょ
うは
先せ

ん

月げ
つ

２
８
日に

ち

の
定て

い

期き

総そ
う

会か
い

が
「
何な

に

１
１
時じ

か
ら
午ご

後ご

３
時じ

ま

で
、
同ど

う

セ
ン
タ
ー
（R

u
a 

Tam
andaré, 8

0
0

）
で

開か
い

催さ
い

す
る
。

　

特と
く

徴ち
ょ
う

的て
き

な
甘あ

ま

味み

あ
る
「
オ

タ
フ
ク
ソ
ー
ス
」
を
再さ

い

現げ
ん

し
た

婦ふ

人じ
ん

部ぶ

特と
く

製せ
い

ソ
ー
ス
を
使し

用よ
う

。

関か
ん

西さ
い

式し
き

と
は
違ち

が

い
、
広ひ

ろ

島し
ま

式し
き

は
ヤ
キ
ソ
バ
が
挟は

さ

ま
れ
る
の
で

独ど
く

特と
く

の
食た

べ
応こ

た

え
感か

ん

が
あ
り
、

フ
ァ
ン
が
多お

お

い
。
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
で

も
お
よ
そ
２
４
０
０
食

し
ょ
く

以い

上
じ
ょ
う

が
販は

ん

売ば
い

さ
れ
た
大だ

い

人に
ん

気き

の
一い

っ

品ぴ
ん

だ
。

　

今こ
ん

回か
い

は
広ひ

ろ

島し
ま

焼や

き
５
０
０

食し
ょ
く
ほ
ど
を
準

じ
ゅ
ん

備び

す
る
。
一い

ち

枚ま
い

２
７
レ
ア
ル
。
そ
の
ほ
か
、
エ

ス
ペ
チ
ー
ニ
ョ
、
飲の

み
物も

の

、
菓か

子し

な
ど
も
。

　

案あ
ん

内な
い

の
た
め
来ら

い

社し
ゃ

し
た
村む

ら

上か
み

佳よ
し

和か
ず

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う、
石い

し

井い

ケ
ル

ソ
ン
会か

い

計け
い

理り

事じ

は
「
当と

う

会か
い

自じ

慢ま
ん

の
、
本ほ

ん

格か
く

的て
き

な
広ひ

ろ

島し
ま

式し
き

お

好こ
の

み
や
焼や

き
を
、
ぜ
ひ
味あ

じ

わ

い
に
来き

て
下く

だ

さ
い
」
と
来ら

い

場
じ
ょ
う

を
呼よ

び
か
け
た
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
、
前ま

え

売う
り

券け
ん

購こ
う

入に
ゅ
うは

同ど
う

文ぶ
ん

化か

セ
ン
タ
ー
（
１
１
・３ 

２
０
７
・５
４
７
６
）
ま
で
。

子し

学が
く

生せ
い

が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

だ
っ
た
が
、

現げ
ん

在ざ
い

は
非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

が
８
割わ

り

で

男だ
ん

子し

が
半は

ん

数す
う

。
か
つ
て
日に

本ほ
ん

語ご

、
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

学が
く

、
歴れ

き

史し

人じ
ん

類る
い

学が
く

な
ど
が
主お

も

な
研け

ん

究き
ゅ
うテ
ー

マ
だ
っ
た
が
、
近き

ん

年ね
ん

は
政せ

い

治じ

、

経け
い

済ざ
い

、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
ア

ー
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
多た

様よ
う

な
分ぶ

ん

野や

が
取と

り
上あ

げ
ら
れ
て

い
る
。
松ま

つ

原ば
ら

教き
ょ
う

授じ
ゅ

は
「
少す

こ

し

前ま
え

ま
で
新あ

た
ら

し
い
研け

ん

究き
ゅ
う

領り
ょ
う

域い
き

と

さ
れ
て
い
た
ア
ニ
メ
や
漫ま

ん

画が

で

す
ら
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
テ
ー

マ
に
な
り
つ
つ
あ
る
。『
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

』
の
解か

い

釈し
ゃ
くが
広ひ

ろ

が
っ
て
い

る
」
と
話は

な

し
た
。
日に

本ほ
ん

研け
ん

究
き
ゅ
う

を
取と

り
巻ま

く
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うは
大お

お

き
く

変か

わ
り
つ
つ
あ
る
。

　

同ど
う

研け
ん

究き
ゅ
う

所じ
ょ

は
１
９
６
８

年ね
ん

、
日に

本ほ
ん

語ご

科か

の
支し

援え
ん

と
日に

本ほ
ん

研け
ん

究き
ゅ
う

者し
ゃ

の
育い

く

成せ
い

を
目も

く

的て
き

に
、
同ど

う

講こ
う

座ざ

の
主し

ゅ

任に
ん

教き
ょ
う

授じ
ゅ

を

務つ
と

め
て
い
た
鈴す

ず

木き

悌て
い

一い
ち
が
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
な
っ
て
設せ

つ

立り
つ

し
た
。
日に

本ほ
ん

研け
ん

究き
ゅ
うの
基き

盤ば
ん

で
あ
り
、
先さ

き

駆が

け
と
な
っ
た
。
９
６
年ね

ん

に

Ｕ
Ｓ
Ｐ
が
ブ
ラ
ジ
ル
で
初は

じ

め

て
日に

本ほ
ん

研け
ん

究き
ゅ
うの
大だ

い

学が
く

院い
ん

を
設せ

つ

立り
つ

し
て
以い

降こ
う

は
、
よ
り
研け

ん

究
き
ゅ
う

施し

設せ
つ

と
し
て
の
役や

く

割わ
り

を
色い

ろ

濃こ

く
し
て
い
る
。

　

い
く
つ
も
の
西せ

い

洋よ
う

諸し
ょ

国こ
く

語ご

を
習

し
ゅ
う

得と
く

し
て
い
た
鈴す

ず

木き

悌て
い

一い
ち

は
「
原げ

ん

典て
ん

主し
ゅ

義ぎ

」
を
重お

も

ん
じ
、

授じ
ゅ

業ぎ
ょ
うで
は
『
万ま

ん

葉よ
う

集し
ゅ
う』
や
杉す

ぎ

田た

玄げ
ん

白ぱ
く

の
『
蘭ら

ん

学が
く

事こ
と

始は
じ
め』
な

ど
の
古こ

典て
ん

が
教

き
ょ
う

材ざ
い

と
し
て
使つ

か

わ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
あ
ま
り
に
内な

い

容よ
う

が
高こ

う

度ど

だ
っ
た
た
め
、
人じ

ん

物ぶ
つ

英え
い

語ご

や
ポ
語ご

で
学ま

な

ぶ
時じ

代だ
い

に

日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

研け
ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

５
０
周し

ゅ
う

年ね
ん

　

福ふ
く

原は
ら

文ぶ
ん

協き
ょ
う

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う

か
ら

は
、
眞ま

子こ

さ
ま
の
ご
臨り

ん

席せ
き

が

検け
ん
と

討う

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
触ふ

れ
、
当と

う

日じ
つ

の
警け

い

備び

体た
い

制せ
い

に
つ

い
て
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを
要よ

う

請せ
い

し
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

に
関か

ん

す
る
聖せ

い

州
し
ゅ
う

知ち

事じ

と
の
会か

い

合ご
う

は
、
今こ

年と
し

２

月が
つ

９
日か

に
ジ
ェ
ラ
ウ
ド
・
ア

ウ
キ
ミ
ン
州

し
ゅ
う

知ち

事じ

（
当と

う

時じ

）

と
の
間あ

い
だ

で
も
行お

こ

な
わ
れ
て
い

た
。
だ
が
、
今こ

年と
し

１
０
月が

つ

に

１
０
日か

、
市し

内な
い

公こ
う

園え
ん

観か
ん

光こ
う

も

サ
ン
ト
ス
厚こ

う

生せ
い

ホ
ー
ム
６
月が

つ

祭さ
い

行お
こ
なわ
れ
る
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

選せ
ん

挙き
ょ

に
出

し
ゅ
つ

馬ば

す
る
た
め
同ど

う

州し
ゅ
う

知ち

事じ

が
先せ

ん

月げ
つ

退た
い

任に
ん

と
な
っ
た
こ
と
を
受う

け
て
、
式し

き

典て
ん

へ
の
出

し
ゅ
っ

席せ
き

を
直

ち
ょ
く

接せ
つ

、本ほ
ん

人に
ん

に
要よ

う

請せ
い

す
る
た
め
、

今こ
ん

回か
い

新あ
ら

た
に
会か

い

合ご
う

が
設も

う

け
ら

れ
た
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協
き
ょ
う

会か
い

傘さ
ん

下か

の
サ
ン
ト
ス
厚こ

う

生せ
い

ホ

ー
ム
が
主し

ゅ

催さ
い

す
る
『
フ
ェ

ス
タ
・
ジ
ュ
ニ
ー
ナ
（
６
月が

つ

祭さ
い

）』
が
、
６
月が

つ

１
０
日か

午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

か
ら
午ご

後ご

３
時じ

ま

で
、
同ど

う

施し

設せ
つ

（A
v. C

am
-

p
os Salles, 6

0
, V

ila 
N

ova

）
で
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。

　

定て
い

番ば
ん

の
ホ
ッ
ト
ワ
イ
ン
な

ど
の
ほ
か
、
毎ま

い

年と
し

人に
ん

気き

の
鰯

い
わ
し

の
丸ま

る

焼や

き
、
刺さ

し

身み

、
寿す

司し

な

ど
の
日に

本ほ
ん

料り
ょ
う

理り

な
ど
も
楽た

の

し

め
る
。

　

当と
う

日じ
つ

午ご

前ぜ
ん

８
時じ

に
、
援え

ん

協き
ょ
う

本ほ
ん

部ぶ

前ま
え

（R
u

a Fa-
gu

ndes, 121, Liber-
dade

）
か
ら
バ
ス
が
出で

る
。

料り
ょ
う

金き
ん

は
バ
ス
代だ

い

と
食

し
ょ
っ

券け
ん

付つ
き

で
７
０
レ
。
ロ
ベ
ル
ト
・
マ

リ
オ
・
サ
ン
チ
ー
ニ
公こ

う

園え
ん

内な
い

の
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

上じ
ょ
う

陸り
く

記き

念ね
ん

碑ひ

、
故こ

・
大お

お

竹た
け

富と
み

江え

氏し

の
移い

民み
ん

百
ひ
ゃ
く

周し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
見け

ん

学が
く

し
、
海う

み

辺べ

を
廻め

ぐ

っ
て
会か

い

場じ
ょ
うに
到と

う

着ち
ゃ
くす
る
。
予よ

約や
く

は
来ら

い

月げ
つ

５
日か

ま
で
。

　

案あ
ん

内な
い

の
た
め
来ら

い

社し
ゃ

し
た
洲す

崎ざ
き

順じ
ゅ
ん

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う、
土ど

井い

セ
ル
ジ

オ
紀の

り

文ふ
み

サ
ン
ト
ス
厚こ

う

生せ
い

ホ
ー

ム
運う

ん

営え
い

委い

員い
ん

長ち
ょ
うは
「
お
い
し

い
ご
馳ち

走そ
う

を
た
く
さ
ん
用よ

う

意い

し
て
お
り
ま
す
。
楽た

の

し
い
一い

ち

日に
ち

を
過す

ご
し
に
来き

て
く
だ
さ

い
」
と
呼よ

び
か
け
た
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
、バ
ス
予よ

約や
く

は
（
１ 

１
・
３
２
７
４
・
６
４
９
４
、

ま
た
は
、３
２
７
４
・６
５
２ 

３
）
ま
で
。

日
に

本
ほん

語
ご

科
か

、非
ひ

日
にっ

系
けい

学
がく

生
せい

が８割
わり

ＵＳＰ

（７） ２０１８年第５００６号 	 ５月	２６日	（土曜日）

Ｐ
Ｉ
Ｐ
Ａ
本ほ

ん

部ぶ

建け
ん

設せ
つ

、
移い

転て
ん

へ

病び
ょ
う

院い
ん

30
周し

ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

９
月が

つ

22
日に

ち

に

援
えん

協
きょう

定
てい

例
れい

役
やく

員
いん

会
かい

ル
ア
ネ
ー
法ほ

う

100
万ま

ん

レ
支し

援え
ん

検け
ん

討と
う

も

聖せ
い

州し
ゅ
う

知ち

事じ

、
式し

き

典て
ん

出し
ゅ
っ

席せ
き

を
約や

く

束そ
く

１１０周
しゅう

年
ねん

左
ひだり

から松
まつ

原
ばら

教
きょう

授
じゅ

と菊
きく

池
ち

所
しょ

長
ちょう

マルシオ・フランサ聖
せい

州
しゅう

知
ち

事
じ

と会
かい

談
だん

した日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

代
だい

表
ひょう

者
しゃ

（Aldo Shiguti）

お
好こ

の

み
焼や

き
祭ま

つ

り
へ
ど
う
ぞ
！

広ひ
ろ
島し
ま
文ぶ
ん
化か

セ
ン
タ
ー
で
１
０
日か

に
は
教

き
ょ
う

員い
ん

数す
う

を
増ふ

や
さ
な
く

て
は
」
と
話は

な

し
た
。

　

大だ
い

学が
く

院い
ん

廃は
い

止し

の
声こ

え

は
弱よ

わ

ま

っ
た
が
、
完か

ん

全ぜ
ん

に
消き

え
た
わ

け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
今こ

年と
し

か
ら
日に

本ほ
ん

研け
ん

究き
ゅ
うの
論ろ

ん

文ぶ
ん

を
掲け

い

載さ
い

す
る
専せ

ん

門も
ん

誌し

『Estudos 
Jap

o
n

eses

』
の
発は

っ

刊か
ん

を

年ね
ん

１
回か

い

か
ら
２
回か

い

に
増ふ

や
す

な
ど
の
実じ

っ

績せ
き

を
作つ

く

り
、
活か

っ

発ぱ
つ

な
活か

つ

動ど
う

を
学が

く

内な
い

外が
い

に
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
る
。「
私わ

た
し
た
ち
の
ミ

ッ
シ
ョ
ン
は
よ
り
多お

お

く
の
人ひ

と

に

継け
い

続ぞ
く

的て
き

に
日に

本ほ
ん

を
学ま

な

ん
で
も

ら
う
こ
と
と
、
良よ

い
論ろ

ん

文ぶ
ん

を

出だ

す
こ
と
」
と
力ち

か
らを
込こ

め
た
。

来ら
い

年ね
ん

は
５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

誌し

を

刊か
ん

行こ
う

す
る
予よ

定て
い

だ
。

　

日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

研け
ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

の
会か

い

館か
ん

が
サ
ン
パ
ウ
ロ
大だ

い

学が
く

構こ
う

内な
い

に

建け
ん

設せ
つ

さ
れ
た
の
は
１
９
７
６

年ね
ん

。
そ
れ
ま
で
市し

街が
い

地ち

の
借

し
ゃ
く

家や

や
構こ

う

内な
い

の
施し

設せ
つ

を
転て

ん

々て
ん

と

し
て
い
た
。
建け

ん

設せ
つ

時じ

、
大だ

い

学が
く

が
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
の
両

り
ょ
う

帰き

国こ
く

す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
増ま

す

田だ

さ
ん
、
伊い

牟む

田た

さ
ん
、
与よ

那な

嶺み
ね

さ
ん

参さ
ん

加か

を
呼よ

び
か
け
た
一い

っ

行こ
う

（
左ひ

だ
り

か
ら
）
村む

ら

上か
み

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う

、

石い
し

井い

会か
い

計け
い

理り

事じ

今こ
ん

後ご

イ
ベ
ン
ト
が
目め

白じ
ろ

押お

し

だ
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
援え

ん

協き
ょ
う

傘さ
ん

下か

の
各か

く

施し

設せ
つ

に
派は

遣け
ん

さ
れ
て
い
た
与よ

那な

嶺み
ね

順じ
ゅ
ん

子こ

さ
ん
、
伊い

牟む

田た

浩ひ
ろ

子こ

さ
ん
、
増ま

す

田だ

愛あ
い

さ
ん
の
３
氏し

が
帰き

国こ
く

挨あ
い

拶さ
つ

。
任に

ん

期き

を
終お

え

て
充

じ
ゅ
う

実じ
つ

し
た
面お

も

持も

ち
で
、
そ

れ
ぞ
れ
援え

ん

協き
ょ
うに
対た

い

し
て
感か

ん

謝し
ゃ

の
意い

を
述の

べ
た
。

　

日に
っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

を
除の

ぞ

く
、
先せ

ん

月げ
つ

の
決け

っ

算さ
ん

は
１
０ 

１
万ま

ん

７
９
５
レ
ア
ル
の
赤あ

か

字じ

を
計け

い

上じ
ょ
う。
た
だ
し
病

び
ょ
う

院い
ん

を
含ふ

く

む
全ぜ

ん

体た
い

で
は
、
約や

く

７
３
９
レ

の
黒く

ろ

字じ

と
な
っ
た
。

事ご
と

も
な
く
無ぶ

事じ

に
で
き
た
」

と
し
て
、
昨さ

く

年ね
ん

度ど

事じ

業ぎ
ょ
う

及お
よ

び

決け
っ

算さ
ん

報ほ
う

告こ
く

、
今こ

ん

年ね
ん

度ど

事じ

業ぎ
ょ
う

計け
い

画か
く

及お
よ

び
予よ

算さ
ん

が
承

し
ょ
う

認に
ん

さ
れ
た

こ
と
を
報ほ

う

告こ
く

。
評

ひ
ょ
う

議ぎ

員い
ん

か
ら

日に
っ

程て
い

変へ
ん

更こ
う

の
要よ

う

望ぼ
う

が
出で

て
い
た

「
日に

っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

創そ
う

立り
つ

３
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

」
に
つ
い
て

は
、
９
月が

つ

２
２
日に

ち

（
日に

ち

）
午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

に
変へ

ん

更こ
う

さ
れ
た
と

発は
っ

表ぴ
ょ
うし
た
。

　

ま
た
、
当と

う

日じ
つ

の
議ぎ

題だ
い

で
は

日に
っ

伯ぱ
く

友ゆ
う

好こ
う

病び
ょ
う

院い
ん

創そ
う

立り
つ

３
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

委い

員い
ん

会か
い

並な
ら

び
に
、
自じ

閉へ
い

症し
ょ
う

児じ

療り
ょ
う

育い
く

学が
っ

級き
ゅ
う（
Ｐ
Ｉ

Ｐ
Ａ
）
本ほ

ん

部ぶ

建け
ん

設せ
つ

委い

員い
ん

会か
い

の
メ
ン
バ
ー
を
承

し
ょ
う

認に
ん

。

　

後こ
う

者し
ゃ

に
つ
い
て
は
、
将

し
ょ
う

来ら
い

的て
き

な
生せ

い

徒と

数す
う

の
増ぞ

う

加か

を
念ね

ん

頭と
う

に
新あ

ら

た
に
本ほ

ん

部ぶ

の
建け

ん

設せ
つ

、
移い

転て
ん

を
見み

込こ

む
。
井い

の

上う
え

健け
ん

治じ

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うに
よ
れ
ば
、
今こ

ん

後ご

、
州

し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

と
交こ

う

渉し
ょ
うし
、
午ご

前ぜ
ん

、
午ご

後ご

の
２
部ぶ

制せ
い

へ
の
移い

行こ
う

を
検

け
ん
と

討う

し
て
ゆ
く
と
い
う
。

　

そ
の
後ご

、
各か

く

委い

員い
ん

会か
い

、
各か

く

施し

設せ
つ

か
ら
報ほ

う

告こ
く

を
実じ

っ

施し

。
さ

く
ら
ホ
ー
ム
は
７
月が

つ

２
１
日に

ち

か
ら
４
週

し
ゅ
う

間か
ん

に
及お

よ

び
開か

い

催さ
い

さ

れ
る
「
第だ

い

５
０
回か

い

桜さ
く
らま
つ
り
」

に
向む

け
、
整せ

い

備び

が
進す

す

む
日に

本ほ
ん

庭て
い

園え
ん

造ぞ
う

園え
ん

の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状じ
ょ
う

況
き
ょ
う

に
つ
い
て
報ほ

う

告こ
く

。
そ
の
ほ
か
、

あ
け
ぼ
の
ホ
ー
ム
で
も
７
月が

つ

２
９
日に

ち

に
「
第だ

い

４
０
回か

い

つ
つ

じ
祭ま

つ

り
」
が
行お

こ
な

わ
れ
る
な
ど
、 　

ブ
ラ
ジ
ル
広ひ

ろ

島し
ま

文ぶ
ん

化か

セ
ン

タ
ー
（
平ひ

ら

崎さ
き

靖や
す

之ゆ
き

会か
い

長ち
ょ
う）
は

『
第だ

い

３
回か

い

お
好こ

の

み
焼や

き
祭ま

つ

り
』
を
６
月が

つ

１
０
日か

午ご

前ぜ
ん
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EUA vão observar reação da Coreia do Norte em 
relação a cancelamento de encontro de cúpula

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

Coreia do Norte (25/05/2018)

O governo dos Estados 
Unidos vai analisar a reação 
da Coreia do Norte a respei-
to do cancelamento do en-
contro de cúpula que seria 
realizado entre o presidente 
Donald Trump e o líder nor-
te-coreano Kim Jong Un.
Uma autoridade de alto es-
calão do governo americano 
atribuiu o cancelamento a 
uma série de promessas não 
cumpridas por parte da Co-

reia do Norte.
Na quinta-feira, a Casa 
Branca divulgou uma carta 
de Trump endereçada a Kim. 
Nela, o presidente expres-
sa que este é um momento 
inadequado para realizar a 
reunião marcada para o dia 
12 de junho em Cingapura.
Segundo o governo ameri-
cano, as autoridades norte-
coreanas não compareceram 
a uma reunião de alto nível 

programada em Cingapura 
na semana passada para efe-
tuar os preparativos para o 
encontro e não entraram em 
contato para falar sobre essa 
questão.
A autoridade do governo 
americano cita, também, 
que, apesar de ter prometido, 
a Coreia do Norte não con-
vidou especialistas interna-
cionais para testemunhar o 
fechamento, na quinta-feira, 

O Taro Kono, o ministro 
dos Negócios Estrangeiros 
do Japão, disse que planeja 
usar o livre comércio para 
fortalecer laços com países 
da América Latina.
No domingo, em um dis-
curso em São Paulo, Kono 
afirmou que é necessário 
desenvolver uma ordem 
econômica internacional 

A partir de quinta-feira, o 
primeiro-ministro do Japão 
comparece pela primeira 
vez ao Fórum Econômico 
Internacional, organizado 
pelo governo da Rússia em 
São Petersburgo. Shinzo 
Abe planeja conversar com 
o presidente russo à margem 
do encontro. O premiê e 
Vladimir Putin deverão dis-
cutir, entre outras questões, 
atividades econômicas dos 
dois países nas quatro ilhas 
chamadas Territórios do 
Norte, que estão em posse 
da Rússia mas são reivindi-
cadas pelo Japão, e desnu-
clearização da Coreia do 
Norte.
Neste Comentário, Shigeki 
Hakamada, do Centro de 
Pesquisa de Políticas Públi-
cas, da Universidade Pro-
vincial de Niigata, destaca 
os pontos mais importantes 
do fórum econômico e das 
programadas negociações 
entre Abe e Putin.
“Vêm se intensificando as 
críticas internacionais em 

de um importante local de 
testes nucleares. Os Estados 
Unidos alegam que esse fato 
impossibilitou a verificação 
do que realmente aconteceu 
no local.
Um repórter da NHK dis-
se que a administração de 
Trump decidirá se vai tentar 
realizar novamente um en-
contro ou se vai aumentar 
a pressão sobre a Coreia do 
Norte após julgar sua reação 
ao cancelamento.

Diplomacia (21/05/2018)

Comentário (23/05/2018)

Chanceler do Japão diz que país precisa 
reforçar laços com a América Latina

Comentário - Perspectivas sobre 
o encontro entre Abe e Putin

adequada para a região 
Ásia-Pacífico no século 21.
O ministro disse que o Japão 
precisa reforçar suas rela-
ções com nações da Améri-
ca Central e do Sul em meio 
ao surgimento de políticas 
econômicas protecionistas.
Kono afirmou que planeja 
promover o livre comércio 
por meio de medidas como 
a implementação rápida da 

relação à Rússia diante da 
tentativa de assassinato de 
um ex-espião russo no Rei-
no Unido, assim como ao 
contínuo apoio de Moscou 
à Síria, país que foi alvo de 
recente ataque militar con-
junto de forças britânicas, 
americanas e francesas. A 
reunião de cúpula nipo-rus-
sa é realizada nestas circuns-
tâncias. Este não é um bom 
momento para pressionar 
por avanços. Mais correta-
mente pode-se argumentar 
que o encontro está progra-
mado para uma ocasião bas-
tante adversa.
O primeiro-ministro do Ja-
pão leva consigo para São 
Petersburgo um grande gru-
po de líderes empresariais 
e também vai comparecer a 
uma cerimônia em celebra-
ção ao ano de intercâmbios 
entre os dois países. O obje-
tivo de Shinzo Abe é inten-
sificar a promoção do desen-
volvimento econômico e das 
relações bilaterais.
Contudo, o Japão e a Rússia 

Parceria Transpacífica (TPP, 
na sigla em inglês). O Japão 
e 10 países são signatários 
do acordo.
O ministro japonês também 
falou sobre a Coreia do Nor-
te. Kono reforçou a impor-
tância de usar resoluções 
do Conselho de Segurança 
da Organização das Nações 
Unidas (ONU) com sanções 
contra o país para continuar 

têm diante de si um proble-
ma muito difícil de resolver 
para levar à frente a coope-
ração econômica recíproca. 
Trata-se da questão das qua-
tro ilhas em disputa que são 
reivindicadas pelo Japão. 
Do ponto de vista de Tó-
quio, a soberania japonesa é 
violada pela Rússia na atua-
lidade. Para uma reversão da 
situação, Tóquio e Moscou 
precisam concluir um trata-
do de paz. O governo rus-
so interessa-se unicamente 
em cooperação econômica. 
Mais e mais russos dizem 
agora que é desnecessário 
resolver a disputa territorial 
e concluir um tratado de paz 
com o Japão. Tenho gran-
de receio de que, se Tóquio 
levar adiante a cooperação 
econômica com Moscou, 
poderá acabar reforçando o 
argumento de que não seja 
necessário concluir um tra-
tado de paz.
Além disso, o presiden-
te russo vem criticando o 
Japão pela adoção de um 

Um levantamento da NHK 
revelou que os japoneses 
estão divididos quanto à 
necessidade de se modificar 
o texto da Constituição do 
Japão.
A NHK entrevistou 3.480 
pessoas com mais de 18 
anos de idade em meados 
de abril, em antecipação ao 
3 de maio, o Dia da Cons-
tituição no Japão. Destes, 
54,3% responderam à en-
quete.
Perguntados sobre a mo-
dificação da carta magna 

japonesa, 29% se disseram 
a favor, 27% declararam 
ser desnecessária, enquanto 
39% afirmaram estar inde-
cisos.
Em 2016, outra pesquisa de 
opinião da NHK havia mos-
trado que 27% defendiam 
que a Constituição preci-
sava ser modificada, 31% 
diziam que a modificação 
era desnecessária, enquanto 
38% se declaravam indeci-
sos.
Perguntamos àqueles fa-
voráveis à modificação os 

motivos que os levaram a 
apoiar a ideia: 54% disse-
ram que a Constituição está 
defasada; 32% responderam 
que o texto precisa definir o 
direito à autodefesa do país 
e a existência das Forças de 
Autodefesa; 5% menciona-
ram que a Constituição atu-
al foi imposta pelos Estados 
Unidos; e 4% declararam 
que o texto deveria determi-
nar o direito à privacidade e 
novos direitos individuais.
Perguntamos também os 
motivos que levaram parte 

Pesquisa revela japoneses divididos 
quanto à modificação da Constituição

Constituição (02/05/2018)

dos entrevistados a afirmar 
que não há necessidade de 
se modificar o texto cons-
titucional: 64% querem de-
fender o Artigo 9º de renún-
cia à guerra; 17% disseram 
que outras questões preci-
sam ser resolvidas antes de 
se modificar a carta magna; 
para 10%, a Constituição 
já se encontra firmemente 
aceita pelo povo; enquanto 
4% disseram que a modifi-
cação poderia dificultar as 
relações do Japão com ou-
tros países asiáticos e o res-
to do mundo.

Um grupo de jornalistas 
estrangeiros chegou à Co-
reia do Norte para cobrir o 
fechamento do local de tes-
tes nucleares do país.
Segundo Pyongyang, o des-
mantelamento do complexo 
de Punggye-ri, no nordeste 
do território norte-coreano, 
ocorrerá entre quarta e sex-
ta-feira.
Cerca de 20 jornalistas de 
Estados Unidos, Reino Uni-
do, China e Rússia desem-
barcaram, na terça-feira, em 
Wonsan, no leste da Coreia 
do Norte, provenientes de 
Pequim, na China.
Eles devem se locomover 

Coreia do Norte  (22/05/2018)

Jornalistas  estrangeiros 
chegam à Coreia do Norte 
para cobrir fechamento de 
local de testes nucleares

em um trem especial, 
que também serve de 
hospedagem, até o local 
de testes.
O lado norte-coreano 
montou um centro de 
imprensa em Wonsan vi-
sando mostrar à impren-
sa estrangeira seus esfor-
ços para desnuclearizar a 
Península Coreana.
Inicialmente, Pyongyang 
havia convidado repórte-
res da Coreia do Sul para 
cobrir o evento.
No entanto, recusou-se 
a aceitar posteriormente 
uma lista com os nomes 
dos repórteres sul-core-
anos.

a pressionar Pyongyang.
No começo de domingo, 
Kono havia visitado a Japan 
House de São Paulo, que 
funciona como um centro da 
cultura nipônica no Brasil. 
O local abriu suas portas em 
abril do ano passado.
De acordo com o Ministério 
dos Negócios Estrangeiros 
do Japão, quase 755 mil 
pessoas visitaram a Japan 
House no Brasil desde a 
inauguração, mais de cinco 
vezes que o objetivo inicial 
de 136 mil.

avançado sistema de defesa 
antimíssil para enfrentar a 
Coreia do Norte, com a co-
laboração dos Estados Uni-
dos. Putin argumenta que o 
Japão e os Estados Unidos 
estão unidos numa tentati-
va de conter a Rússia com 
o pretexto de fazer frente à 
ameaça norte-coreana. Con-
sidero tal atitude russa um 
gravíssimo problema para o 
Japão.
Desde 2016, o governo rus-
so vem alegando que, na 
medida em que vigora o 
tratado de segurança nipo-a-
mericano, bases dos Estados 
Unidos provavelmente se-
rão construídas nas quatro 
ilhas tão logo a sua posse 
seja devolvida ao Japão. 
Com base neste argumento, 
Moscou fala de dificuldades 
para resolver a questão ter-
ritorial enquanto vigorar o 
tratado de segurança nipo-a-
mericano.
Tóquio deveria ter plena 
consciência da altíssima 
probabilidade de que o go-
verno do presidente Vladi-
mir Putin tome uma atitude 
ainda mais severa em rela-
ção ao Japão sobre a questão 
das ilhas em disputa.”
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